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マラソン大会にはたく
さんの人が参加してく
れたんだ。仮装ランナー
もたくさんいてビック
リしたよ！

「第17回本庄早稲田の杜クロスカントリー＆ハーフマラソン大会」
表紙写真：４月14日、ゲストランナーに埼玉県庁の川内優輝さん、
気象予報士の平井信行さんを迎え、２，７３３人の参加ランナーに
よりにぎやかに開催されました。ハーフマラソンコースの千本桜の
見頃は終わってしまいましたが、折り返し地点の秋平橋やコース沿
いでは、大勢の地元の子どもたちや家族連れが手作りの横断幕や旗
で、熱い声援を送り続けました。ランナーたちにも思わず笑顔があ
ふれていました。

まちのデータ（2013.4.1現在）
人　口 80,099（－ 52）
　男 39,710（－ 46）
　女 40,389（－  6）
世帯数 32,394（＋ 47）
（　）内は前月との比較

●  「みんなで育む未来のために」行政改革に取り組みます ……………２

●  ～高齢者の生活をサポートします～地域包括支援センター …………４

●  あなたの地区の民生委員・児童委員です ………………………………６

●  休日急患の診療 ……………………………………………………………17

※本庄市総合振興計画後期基本計画（概要版）が折り込まれています。

● 今月の主な内容
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「
み
ん
な
で
育
む
未
来
」
の
た
め
に

行
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
５
か
年
を
計
画
期
間
と
し
て
、
行
政
改
革
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
民
間
委
託
等
の
推
進
や
職
員
数
の
適
正
化
推
進
に
よ
る
経
費
削
減
、
入
札
制
度
の
改
善
等
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
等
に
よ
る
市
民
と
の
協
働
の
推
進
な
ど
が
図
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
と
は
い
え
、
市
の
財
政
事
情
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
本
庄
市
行
政
改

革
大
綱
」
と
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
た
「
本
庄
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
た
「
本
庄
市
行
政
改
革
審
議
会
」（
市
議
会
議
員
１
人
、

識
見
を
有
す
る
人
８
人
、
公
募
に
よ
る
市
民
３
人
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
の
将
来
像
『
あ
な
た
が
活い

か

す
、
み
ん
な
で
育
む
、
安
全
と
安

心
の
ま
ち　

本
庄　

〜
世
の
た
め
、

後
の
た
め
〜
』
の
実
現
に
向
け
、

簡
素
で
効
率
性
の
高
い
行
政
体
制

と
自
立
し
た
健
全
な
財
政
体
制
の

確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
図
り
な
が
ら
、
時

代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
行
政
活
動
の
あ
り
方
な

ど
全
般
を
見
直
し
て
い
く
も
の
で

す
。

⑴
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
・

向
上

　

健
全
な
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、

社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
、
現
在
、
市
が
実
施
し
て
い

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
量

の
視
点
だ
け
で
な
く
、質
の
維
持
・

向
上
に
向
け
た
視
点
か
ら
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

⑵
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
の

見
直
し

　

多
様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
や
、
公
共
施

設
の
活
用
方
法
の
見
直
し
な
ど
を

含
め
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

方
法
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
広
報
手
段
と
内
容
の
充
実

　
「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」の
全
ペ
ー

ジ
２
色
刷
化
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
テ
レ
ビ
放
送

（
デ
ー
タ
放
送
）
か
ら
の
情
報
提

供
に
よ
り
、
情
報
の
発
信
力
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し

た
新
た
な
情
報
発
信
手
段
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

◆
行
政
評
価
に
よ
る
事
務
事
業
の

見
直
し

　

事
務
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

毎
年
度
、
評
価
及
び
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
段
階
別
の
評
価
に
よ
っ

て
、
拡
充
、
改
善
の
ほ
か
、
縮
小
、

廃
止
も
含
め
事
業
の
方
向
性
を
見

出
し
、
市
全
体
の
事
業
の
優
先
順

位
付
け
を
行
い
、
成
果
指
標
の
達

成
を
目
指
し
ま
す
。

　

財
政
事
情
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
一
方
、
地
方
分
権
が
進
み
、
国

や
県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
よ
る
事

務
事
業
が
増
加
す
る
中
、
市
で
は

こ
れ
に
限
ら
れ
た
職
員
数
で
対
応

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
改
革
を
よ
り
効
果
的
に
進

め
る
た
め
に
、
本
庄
市
行
政
改
革

大
綱
に
お
い
て
は
、
次
の
３
つ
の

項
目
を
基
本
方
針
と
し
て
位
置
付

け
ま
し
た
。

　

本
庄
市
行
政
改
革
大
綱
に
お
け

る
３
つ
の
基
本
方
針
を
達
成
す
る

た
め
に
、
重
点
項
目
・
実
施
項
目

を
設
定
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
計
48
の
計
画
を
定
め
ま
し

た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

⑴
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
・

向
上

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
共
施

設
の
予
約

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
予

約
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
え

る
よ
う
、
利
便
性
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
次
期
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
以
外
の
利
用
予
約
も
行
え

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
健
全
な
財
政
運
営

◆
収
納
率
の
向
上
（
市
税
・
保
育

料
ほ
か
）

　

市
税
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
、

新
た
な
納
付
方
法
の
検
討
を
進
め

納
税
手
段
の
多
様
化
を
図
る
一
方
、

税
の
滞
納
に
は
厳
正
に
対
処
し
、

目
標
収
納
率
の
達
成
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。

　

保
育
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

は
、
児
童
手
当
か
ら
の
直
接
徴
収

を
導
入
し
、
滞
納
の
解
消
を
図
り

ま
す
。

◆
財
政
収
支
見
通
し
の
策
定

　

市
の
財
政
の
健
全
度
を
表
す
４

つ
の
指
標
（
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
、
将
来
負
担
比
率
）
の
変
化

の
分
析
を
行
い
、
財
政
の
健
全
性

を
検
証
し
ま
す
。
ま
た
、
中
期
的

な
視
点
か
ら
の
収
支
見
通
し
を
策

定
し
、
自
主
性
の
高
い
財
政
運
営

に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
企
業
誘
致
条
例
各
種
奨
励
金
の

活
用

　

適
正
な
企
業
立
地
を
推
進
す
る

た
め
に
、
条
例
に
基
づ
く
奨
励
金

の
交
付
を
通
じ
、
産
業
の
振
興
及

び
雇
用
機
会
の
拡
大
、
税
収
の
増

額
を
図
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
新
た
な
企
業
誘
致
を
一

層
進
め
る
た
め
、
制
度
の
充
実
を

検
討
し
ま
す
。

⑵
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
の

見
直
し

◆
公
共
施
設
の
適
正
配
置

　

市
内
の
公
共
施
設
に
は
、
老
朽

化
し
た
旧
耐
震
基
準
の
も
の
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
・

分
析
し
、
将
来
を
見
据
え
た
最
適

な
施
設
配
置
及
び
効
率
的
・
効
果

的
な
維
持
管
理
の
実
現
を
目
指
す

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
策
定
を

行
い
ま
す
。

◆
市
民
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
の
取
り
組
み
の

推
進

　

地
域
の
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、

活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政

と
市
民
活
動
団
体
と
の
連
携
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
不
可
欠

で
す
。

　

公
共
施
設
を
拠
点
と
し
た
協
働

の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
民
間
委
託
等
の
検
証
・
推
進

　

市
の
事
務
事
業
の
う
ち
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
委
ね
た
方
が
効
果

的
・
効
率
的
な
も
の
に
つ
い
て
は

民
間
委
託
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い

て
検
証
を
行
い
ま
す
。

　

検
証
の
結
果
、
必
要
に
応
じ
て

委
託
内
容
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

○
実
施
体
制

　

行
政
改
革
は
、
市
長
を
本
部
長

と
し
た
庁
内
組
織
「
行
政
改
革
推

進
本
部
」
を
中
心
に
全
職
員
が
積

極
的
に
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
達
成
状
況
を
「
行
政
改

革
審
議
会
」
に
報
告
し
、
そ
の
助

言
を
得
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
進
行
管
理

　

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
策

定
（Plan

）
↓
実
施
（D

o

）
↓
検

証
・
評
価
（Check

）
↓
見
直
し

（A
ction

）
を
サ
イ
ク
ル
と
し
た

進
行
管
理
を
行
い
、
不
断
の
点
検

を
行
い
ま
す
。

○
成
果
の
公
表

　
達
成
状
況
は
、各
年
度
末
を
も
っ

て
と
り
ま
と
め
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
よ
り
分
か
り
や
す
い

形
で
公
表
し
ま
す
。

※
「
本
庄
市
行
政
改
革
大
綱
」
及

び
「
本
庄
市
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
企

画
課
（
市
役
所
３
階
）、
総
務
課

（
総
合
支
所
）で
ご
覧
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　４月１日から、より分かりやすく利用しやすい市役所を目指し、組
織の一部を次のとおり変更しました。
・「市民生活部」の新設
　市民と行政が連携し、ともに地域を支えるまちづくりを推進するた
め「市民生活部」を新設

・「市民活動推進課」を新設（自治防災課の分課及び人権推進課の廃止）
　「市民活動推進係」と「人権推進・男女共同参画係」を新設
・「危機管理課」を新設（自治防災課の分課）
　「安全安心係」と「危機管理係」を新設
・「都市整備部拠点整備推進課」を新設（拠点整備推進局の廃止）
・「財政課契約検査係」を新設（検査室と財政課契約係を統合）
・「債権回収対策室」を新設
・子ども医療費、ひとり親家庭等医療費を「保険課医療給付係」から
「子育て支援課子育て支援係」に移管
　「保険課医療給付係」を「保険課高齢者医療係」に名称を変更
・「エコタウン推進室」を新設（「環境推進課環境共生係」を廃止）
・「児玉税務対策室」を新設（児玉地域の課税適正化のため）

　児玉総合支所への電話は、代表電
話番号のみでしたが、５月７日㈫か
ら各課への直通ダイヤルが開通しま
す。
　直通ダイヤルにおかけいただくと、
ご用件のある担当課に直接つながり
ます。
　ぜひ便利な直通ダイヤルをご利用
ください。
・総務課☎72１３３２
・市民福祉課☎72１３３３
・環境産業課☎72１３３４
・児玉税務対策室☎72４２２０
※代表電話番号☎72１３３１もこれ
までどおりご利用になれます。
★総務課☎72１３３２

本
庄
市
行
政
改
革
大
綱

本
庄
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

推
進
体
制

本
庄
市
の
行
政
改
革
と
は

市役所の組織が変更になりました児玉総合支所の
各課直通ダイヤルができました

⑶
健
全
な
財
政
運
営

　

財
政
構
造
に
つ
い
て
、
地
方
交

付
税
な
ど
へ
の
依
存
型
か
ら
財
政

力
に
見
合
っ
た
自
立
型
へ
の
転
換

を
図
り
ま
す
。

　

事
務
事
業
の
重
点
化
な
ど
に
よ

り
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
、
市
政
の
継
続
的

発
展
を
支
え
る
財
政
基
盤
を
確
立

し
て
い
き
ま
す
。

▲本庄市行政改革審議会の様子
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防ごう！高齢者虐待

〜
高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
〜

　

１
人
で
、
も
し
く
は
家
族
だ
け
で
、
が
ん
ば
り
過
ぎ
て

い
ま
せ
ん
か
？
高
齢
者
の
介
護
は
、
長
く
な
る
ほ
ど
、
気

が
つ
か
な
い
う
ち
に
心
身
と
も
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
気
持
を
思
い
や
る
よ
り
、
養
護
者

側
の
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
、
虐
待
に
つ
な
が
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

無
理
を
せ
ず
、
１
人
で
抱
え
な
い
で
、
街
ぐ
る
み
・
地

域
ぐ
る
み
で
養
護
者
を
支
援
し
な
が
ら
虐
待
の
芽
を
摘
み

ま
し
ょ
う
。

虐
待
と
は
・
・
・

み
な
さ
ん
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
。

本
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
を
介
護
や
健
康
な
ど
様
々
な
面
か
ら
支
え
る
た
め
の

拠
点
で
す
。

市
内
に
は
、
本
庄
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
安
誠
園
と
児
玉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
が
あ
り
、

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待

　

た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ

る
、
ベ
ッ
ド
に
し
ば
り
つ
け
た
り
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　

子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を
言

う
、
無
視
を
す
る
、
嫌
が
ら
せ
を
す
る
な
ど

○
介
護
や
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

食
事
や
水
分
を
与
え
な
い
、
入
浴
さ
せ
な
い
、
お
む
つ

な
ど
を
放
置
す
る
、
劣
悪
な
環
境
の
中
に
放
置
す
る
な

ど
○
経
済
的
虐
待

　

日
常
生
活
で
必
要
な
お
金
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ
な
い
、

本
人
の
年
金
や
預
金
な
ど
を
同
意
な
し
に
使
用
す
る
な

ど
○
性
的
虐
待

　

下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

強
要
す
る
な
ど

虐
待
に
気
づ
い
た
ら
・
・
・

　
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
高
齢
者
を
発
見
し
た
場
合
、
速
や
か
に
通
報
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
虐
待
を
止
め
る
こ
と
は
、

高
齢
者
を
守
る
と
と
も
に
、
虐
待
を
し
て
い
る
養
護
者
の

た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２
７
、
本
庄
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
安
誠
園
☎
㉒
６
２
６
２
、
児
玉
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
72
５
８
２
８

本
庄
市
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　

市
で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
方

策
や
支
援
に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
に
、「
本
庄
市
高
齢

者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
の
連
絡
や
情
報
交

換
、
情
報
提
供
や
情
報
収
集
、
実
態
把
握
、
関
係
機
関
と

の
連
携
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
委
員
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
自
治
会
連
合
会
、
本
庄
市
児
玉
郡
医
師

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
児
玉
圏
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
連
絡
協
議
会
、
熊
谷
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、
本
庄
警

察
署
、
埼
玉
県
北
部
福
祉
事
務
所
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務

局
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
及
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

代
表
者
、本
庄
市
保
健
部
長
の
12
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
�

　自立した生活ができるように、今の生活や健康状態を
把握し、健康づくりや介護予防のお手伝いをします。ま
た、要介護認定で、「要支援１・２」の認定を受けた人
を対象に介護予防ケアプランを作成し、介護予防サービス
などを受けられるように事業者等との調整を行います。

介護予防ケアマネジメント

介護・福祉のことなど、ご本人でなく、
ご家族や地域の人からの相談や悩み
に専門職が対応します。相談内容に
適したサービスの紹介や情報の提供、
助言を行うなど、問題解決のための
支援をしています。
◆例えばこんな相談です
○介護サービスを利用したい

○認知症に困っている
○悪質商法に騙されているかも

○家族だけで介護するのは大変だ
　○体が弱ってきたので何とかしたい
○近所の一人暮らしの高齢者の姿を見掛けない

総合相談支援

※虐待防止・権利擁護及び総合相談支援は、市役所１階
介護いきがい課（☎㉕１１２７）でも相談に応じていま
すので、ご利用ください。

　安心して暮らすために、権利や財産を守る
ことに努めています。
○虐待の相談や早期発見・保護などの対応
○悪質訪問販売などによる消費者被害の防止
○認知症等の高齢者の法的支援を進める
　成年後見制度の活用

虐待防止・権利擁護

　年齢とともに誰でも物
忘れをしやすくなります。
認知症を心配される人も
少なくありません。そん
な不安をお持ちの人や、
どのように接したらいいか
わからないご家族など、地域
包括支援センター職員にご相談
ください。
　下記の日程で相談を実施していますの
で、ぜひお電話ください。相談日以外でも随
時受け付けています。

●本庄地域包括支援センター安誠園　
　毎月第３木曜日　午後２時～４時
●児玉地域包括支援センター
　毎月第１月曜日　　午後２時～４時

認知症個別相談

児玉地域包括支援センター
本庄市児玉町金屋１３０２－１　☎72５８２８

本庄地域包括支援センター安誠園
本庄市小和瀬１６６６　☎㉒６２６２
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協議会 担　当　地　区 氏　名 電話番号
　
　
　
　

児
童
委
員
協
議
会

第
二
地
区
民
生
委
員
・　
　

朝日町

１・８・14支会 　 橋本　和也 22-4366
２・７・15支会 　 山田　時枝 24-3319
３・13・16支会 　 山口　　武 21-5417
４・９・21・22支会 　 髙橋　幸子 21-2978
５・６・12支会 　 阪上久美子 24-6422
10・11・20支会 　 坂上　信子 21-0743
17～19支会 　 松島　善江 21-6686
23～25支会（ダイアパレス）　 井上美千代 21-7710

主任児童委員 　 芝﨑　　茂 24-4477
　 赤沼　博美 24-3091

藤
田
・
仁
手
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

鵜　森 鵜森、寿３丁目４～
10・11番の一部 　 小林　正儀 21-7582

傍示堂 全域 　 石 　重雄 21-8054

牧　西 １～13支会 　 丸岡　重雄 24-3257
14～22支会 　 大谷八千代 24-0419

小和瀬 全域 　 関根　信義 21-1259
宮　戸 全域 　 金井　幸枝 21-7661
堀　田 全域 ○ 髙桺　章昭 21-1913
滝　瀬 全域 　 中西　靜江 22-2867
仁　手 全域 　 髙栁　和夫 21-6748
下仁手 全域 　 福島　和美 21-5975
久々宇 全域 ◎ 中野勝三郎 21-7801
田　中 全域 　 武正　利一 24-0870
上仁手 全域 　 鳥羽　英雄 21-5725

主任児童委員 　 金井喜久次 22-2336
　 福島　博子 24-0734

旭
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

都島･杉山 全域 　 堀口　隼雄 21-3958
山王堂 全域 　 福本アヱ子 21-3914
沼和田 全域 ○ 飯塚　　滿 24-1377

小　島

１丁目（県営住宅） 　 中島　順子 23-1175
１丁目１・２番、６丁
目全域 　 川原　明弘 37-1191

１丁目３～11番、千
代田２丁目５番 　 髙木　　晃 24-2103

１丁目12・13番、５丁
目全域 ◎ 亀田　章江 22-3252

２丁目１・11番、３丁
目１・７番の一部、４
丁目全域

　 久保　和美 21-4606

２丁目２・３・６・７・10
番、３丁目２・５・６番 　 村上　公代 21-6154

２丁目４・５・８・９
番、３丁目３・４番 　 巴　　恒子 22-5555

小島南

１丁目 　 古德美代子 21-9655
２丁目 　 橋本美枝子 21-6077
３丁目１～４・10・11番 　 髙橋　和代 21-3250
３丁目５～９番 　 野口　征吉 21-7591

万年寺 １～９支会 　 茂木　秀夫 21-6577
10～12支会 　 髙橋　照子 24-2846

下野堂
１～７・11支会、小島３
丁目６･７支会（ＪＲ北）　 塩原　正美 24-5068

８～10支会（ＪＲ南）　 岩﨑　直和 21-5581
新井･三友 全域 　 鹿田　里乃 21-2919

主任児童委員 　 阿部　正壽 21-5779
　 埴岡ひづる 22-6254

　民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神をもって、みなさんの立場に立って相談に応じ、必要な援
助を行うボランティアです。民生委員法及び児童福祉法に基づいて区域に設置が定められ、厚生労働
大臣から民生委員・児童委員として委嘱されています。高齢者の介護・子育て・健康・暮らしのこと
など一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

５月12日は民生委員・児童委員の日

協議会 担　当　地　区 氏　名 電話番号

第
一
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

宮本町

１・３・10～13・15支会 ◎ 植原　修平 22-3589
２・４～９支会 ○ 山田　秀一 22-3167
17～21・35・36支会 　 水澤　紀泰 21-1949
16・24・25・37・38支会 　 飯島　佳美 23-2676
28・29・33・34支会 　 中嶋　三郎 22-5945
14・23・30・31支会 　 亀井きく江 21-6278
22・26・27・32支会 　 小貝　義廣 22-5482

泉　町 １～６支会 　 淺賀　保子 22-2686
７～12支会 　 新井　厚美 24-5388

上　町 全域 　 中原　政夫 22-3692

照若町

１～３支会 　 武内　　弘 21-2707
４～９支会 　 髙栁きみ子 22-5696
18～22支会 　 鈴木　　勝 21-3347
10～12・14～16・23・
24支会 　 稲富　久子 21-7163

13・17・25～27支会 　 池田　和子 22-1953

七軒町

１～８支会 　 山田　國子 21-8249
９～15支会 　 髙橋　愼二 23-2302
16～18・25～27・29～
32支会 　 小野寺幸喜 22-3165

19～24・28支会 　 木村モト子 22-6702
仲　町 全域 　 大野　宏文 22-6280

末広町

１～３・20～23支会 　 荒井喜美江 21-7181
８～13支会 　 荒井理惠子 24-3085
４～７支会 　 織田澤好美 22-0897
14～19支会 　 福島　二郎 24-3678

主任児童委員 　 小林清一郎 22-4660
　 島田千惠子 21-4967

第
二
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

本　町

１・６・８・10支会 ◎ 清水　正一 21-0131
２～５・25支会 　 松岡　茂子 24-0859
７・13～15支会 ○ 山田　　徹 22-2311
９・21・23支会 　 設樂　郁枝 22-6792
11・12・17・28支会 　 奥沢　孝寿 22-3669
16・18～20支会 　 柴﨑　　節 24-1657
22・24・26・27支会 　 新井　茂男 24-3855

南本町

１・２・10支会 　 雨宮　孝弘 21-7146
３～５支会 　 鈴木　淑子 21-1146
６・７・12支会 　 堀口ハル子 21-0802
８・９・11支会 　 遠藤美奈子 22-3388

台　町

１～３・31・32支会 　 川瀬　光俊 22-3191
４～７支会 　 中野　朋子 22-4137
８～11支会 　 樋口　賴正 24-0132
12～15支会 　 春日　和子 22-6441
16～19支会 　 渋沢加代子 21-5197
20～23支会 　 石田　幸惠 24-5302
24～27支会 　 山下　眞弓 21-2518
28～30・33支会 　 持田　彌榮 22-2017

諏訪町

１の１・１の２・11支会 　 𡈽屋　　實 21-4342
２の１・２の２支会 　 加藤　勝利 21-5864
３・９・10支会 　 小澤　央子 21-3296
４・５・12支会 　 大河原喜代子 23-3735
６・14・15支会 　 齋藤　京子 22-6813
７・８の１支会 　 桺澤ふで子 21-5480
８の２・13・16支会 　 吉原日出子 22-5996

あなたの地区の民生委員・児童委員です

平成25年４月１日現在　◎：地区会長　○：地区副会長　　

協議会 担　当　地　区 氏　名 電話番号

北
泉
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

本　田 全域 　 橋本佐智子 24-5841
新田原 全域 　 田中とき江 24-0561
久下塚 全域 　 茂木　京子 21-5747

けや木
１～３支会 ○ 岩﨑　　卓 22-5369
４～６支会 　 堀野あき子 21-6685
７～９支会 　 浅見芙美子 21-1056

四季の里 １～４支会 ◎ 小暮　康子 23-3237
５～８支会 　 橋本すみ子 24-8118

栗　崎 全域 　 中野　智子 21-0268
西五十子 全域 　 芦澤　吉一 22-4966
五十子 全域 　 山﨑　直枝 23-0513
東五十子 全域 　 飯島　啓子 21-9242
東富田 全域 　 荒井　清子 21-2782

曙
１～７支会 　 鶴岡　忠洋 24-1931
８～13支会 　 岡　喜代子 24-6121
14～19支会 　 土田あけみ 21-9329

西富田

１～８支会 　 髙橋　弘治 22-4471
９～15支会 　 金井文太郎 21-0036
16～22支会 　 澁谷　絹子 22-7090
23～31支会 　 山田　幸子 24-0495

四方田 全域 　 中島　若枝 21-2790
東今井 全域 　 茂木美枝子 24-0759
西今井･共栄 全域 　 金子　良江 21-1677

主任児童委員 　 江尻　雅江 24-8762
　 田邊　晶子 21-5735

児
玉
第
一
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

長浜町 全域 　 髙橋キミヱ 72-0902
　 澤田トミエ 72-2622

鍛治町 全域 　 村山佳代子 72-2445

上　町 全域 　 中林　　重 72-1368
　 花垣　淑子 72-2429

仲　町 全域 欠　　　員
　 木村　英紀 72-1357

新　町 全域 　 片貝たか子 72-1869
　 中林てるみ 72-5685

連雀町 全域 　 坂本　順子 72-1084

本　町 全域
　 大野まさ子 72-2487
◎ 杉村　義昭 72-4040
　 小林　節子 72-1042

下　町

山王 委嘱予定（7月）
生野 　 永尾　光代 72-0929
大道 　 宮部　京子 72-2666

大久保 　 今井　勝子 72-2151
　 田島　和子 72-2078

蛭　川 全域 　 眞尾とみ子 72-3446
○ 荒井　國重 72-0749

下真下 全域 　 田島　まさ 72-2611
共　栄 全域 　 須野原洋子 72-3730
上真下 全域 　 三友六百年子 72-1765

吉田林 全域
　 池田　初美 72-1146
　 茂木　洋子 72-7577
　 山田　良一 72-1433

入浅見 全域 　 竹澤紀美代 72-3757
下浅見 全域 　 黒﨑八重子 72-2732
高　関 全域 　 青木　陽子 71-4107

主任児童委員 　 滝澤　博史 72-6492
　 山田美智子 72-6335

協議会 担　当　地　区 氏　名 電話番号

児
玉
第
二
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

第１金屋 全域 　 中林とき江 72-1227
　 清水　　博 72-1359

第２金屋 全域 　 久米　朝江 72-4593
　 笠原　祐美 72-4035

第３金屋 全域 　 高岸　三郎 72-4796
長　沖 全域 　 小泉トミ子 72-6720
高　柳 全域 　 桺沢光之夫 72-1463
飯　倉 全域 　 冨丘　宮子 72-0783
宮　内 全域 　 髙野みよ子 72-2464
塩　谷 全域 　 清水　幸枝 72-1492
保木野 全域 　 渋谷　洋子 72-3217
田　端 全域 ○ 樋口　芳江 72-2111

秋　山 全域 ○ 田中　律子 72-1946
　 根岸　滿江 72-1915

風　洞 全域 ◎ 堀口　　泉 72-1745
東小平 全域 　 根岸　　登 72-2891
西小平 全域 　 大木　亥織 72-2683
太駄上 全域 　 山下部廣行 78-0619
太駄中 全域 　 茂木　宏子 78-0202
太駄下 全域 　 中里久美子 78-0012
河　内 全域 ○ 小髙　弘美 78-0153
稲　沢 全域 　 梅澤　勝江 78-0365
元　田 全域 　 今井　和男 72-3269

主任児童委員 　 内藤　　稔 72-4381
　 田中はま子 72-3357

　５月12日（日）から18日（土）は、｢民生委員・
児童委員の日」活動強化週間です。民生委員・児
童委員の活動を知っていただくため、ＰＲ活動を
展開しています。
　「広げよう　地域に根ざした　思いやり」行動
宣言による、安全で安心な福祉のまちづくりをめ
ざして、関係機関と連携して、誰もが安心して暮
らせる地域づくりをすすめています。
－行動宣言－
１ ．安心して住み続けることができる地域社会づ
くりに貢献します

２ ．地域社会での孤立・孤独をなくす運動を提案
し行動します

３ ．児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取
り組みを進めます

４ ．多くの福祉課題を抱える生活
困難家庭に粘り強く接し、地域
社会とのつなぎ役を務めます

５ ．日頃の活動を活かし、災害時
に要援護者の安否確認を行います

★社会福祉課☎㉕1142

「広げよう　地域に根ざした
　思いやり」
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20
歳
以
上
の
人
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
生
で
収
入
が
少
な

い
な
ど
の
理
由
で
、
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
申

請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
払

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ

る
障
害
・
死
亡
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金
の
納

付
要
件
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
制
度
を
受
け
た
い
人

は
、
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る

返
信
用
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
初
め
て
申
請
す
る
人

　

初
め
て
申
請
を
す
る
人
や
通
知

が
届
い
て
い
な
い
人
、
学
校
が
変

わ
っ
た
人
は
、
手
続
き
が
必
要
で

す
。

受 

付
場
所　

市
民
課
（
市
役
所
１

階
）、市
民
福
祉
課（
総
合
支
所
）

用
意

・
年
金
手
帳

・ 

新
学
年
の
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）

又
は
在
学
証
明
書

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

　

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
の
免

除
制
度
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
受
け
取
る
年
金
額
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
よ

り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は

10
年
以
内
（
た
と
え
ば
、
平
成
25

年
５
月
分
は
平
成
35
年
５
月
末
ま

で
）
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険

料
を
納
付
（
追
納
）
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
受
け

取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に

は
、
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
な

ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
「
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
」
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

主
な
カ
ラ
期
間
は
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
で
き
た
の
に
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど
、
次
の

４
つ
の
期
間
の
う
ち
、
昭
和
36
年

４
月
以
後
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
の
配
遇

者
で
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期

間
（
昭
和
61
年
３
月
以
前
）

②
学
生
で
任
意
加
入
し
な
か
っ
た

期
間
（
平
成
３
年
３
月
以
前
）

③
海
外
に
住
ん
で
い
た
期
間

④
厚
生
年
金
等
か
ら
脱
退
手
当
金

を
受
け
た
期
間
（
昭
和
61
年
３

月
以
前
。
た
だ
し
、
昭
和
61
年

４
月
以
後
に
国
民
年
金
の
加
入

期
間
が
あ
る
場
合
に
限
り
ま

す
。）

※
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
人
は
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
市

民
課
も
し
く
は
市
民
福
祉
課
又
は

年
金
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

＊
カ
ラ
期
間
は
、
障
害
や
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な
資
格

期
間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
カ
ラ
期
間
」
と
は
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
25
年

の
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
る

期
間
の
こ
と
で
す
。
こ
の
カ
ラ
期

間
と
国
民
年
金
の
納
付
済
み
期
間
、

厚
生
年
金
等
加
入
期
間
を
合
わ
せ

た
期
間
が
25
年
以
上
あ
れ
ば
、
老

　

す
べ
て
の
年
金
は
、
受
給
す
る

資
格
が
あ
っ
て
も
本
人
の
請
求
が

な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
忘

れ
ず
に
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き

○
国
民
年
金
の
み
に
加
入
し
て
い

た
人
…
市
民
課
・
市
民
福
祉
課

○
厚
生
年
金
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
期
間
の
あ
る
配
遇
者
や

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
の
あ
る

人
…
年
金
事
務
所

○
共
済
年
金
加
入
期
間
の
あ
る
人
…

共
済
組
合

※
共
済
年
金
と
厚
生
年
金
、
国
民

年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

共
済
組
合
と
年
金
事
務
所
へ
請
求

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

や
届
出
、
ま
た
年
金
請
求
の
際
に

は
、
必
ず
基
礎
年
金
番
号
を
使
い

ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
・
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

人権擁護委員を紹介します

本
庄
市
の
行
政
改
革
と
は

本
庄
市
の
行
政
改
革
と
は

本
庄
市
の
行
政
改
革
と
は

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

ご存じですか？　国民年金のあれこれ
＊国民年金についてのご相談・お問い合せは下記へ
★市民課年金保険係☎㉕１１１４
★市民福祉課市民係☎72１３３１（内線３３３）
★熊谷年金事務所☎０４８―５２２―５０１２

平成25年度の国民年金の保険料は

月額 １５,０４０円です。
　保険料は、割引が受けられる口座振替
や前納制度をご利用ください。

　

申
請
が
遅
れ
て
も
平
成
25
年
４

月
分
ま
で
遡
っ
て
承
認
さ
れ
ま
す

が
、
申
請
日
前
に
生
じ
た
事
故
や

病
気
に
よ
る
障
害
・
死
亡
に
つ
い

て
障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○
す
で
に
承
認
を
受
け
て
い
る
人

　

平
成
24
年
度
に
学
生
納
付
特
例

制
度
を
受
け
て
い
て
、
平
成
25
年

度
以
降
も
在
学
期
間
が
あ
る
と
申

し
出
た
人
に
は
、日
本
年
金
機
構
・

熊
谷
年
金
事
務
所
か
ら
、
引
き
続

き
特
例
制
度
を
継
続
す
る
か
確
認

す
る
通
知
が
３
月
下
旬
に
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

申
請
手
続
き
は

申
請
は
お
早
め
に

国
民
年
金
の
追
納
制
度

「
カ
ラ
期
間
」
は
あ
り
ま
せ
ん
か

年
金
の
請
求
先

○人権相談
日時　毎月第２・第４火曜日　午後１時～４時
会 場　セルディ１階小会議室（第２火曜日）、
　市役所１階市民相談室（第４火曜日）
※費用は無料です。秘密は厳守します。
★市民活動推進課☎㉕１１１８

○啓発活動
　小中学生を対象に、思いやりの大切さを伝える
「人権教室」や「人権の花運動」、また「子どもの
人権ＳＯＳミニレター」を配布し、子供達からの
手紙による相談にも対応しています。

　６月１日は、「人権擁護委員の日」です。
　熊谷人権擁護委員協議会では、「人権擁
護委員の日」の行事として、人権に関する
特設相談所を開設します。
　相談は無料、秘密は厳守します。
日時　６月３日㈪　午後１時～４時
会場　市役所１階市民相談室、
　セルディ１階小会議室
＊お問い合わせは下記へ
★ さいたま地方法務局熊谷支局☎０４８－
５２４―８８０５

ご利用
ください 人権相談

中野　英枝
（久々宇）

依田　由美子
（小島南2丁目）

山口　　明
（日の出2丁目）

新井　行雄
（西富田）

堀越　玉江
（児玉町飯倉）

桂田　晴美
（栗崎）

丸山　久夫
（児玉町高関）

永尾　斎二
（児玉町児玉）

今井　菊雄
（児玉町元田）

門倉　英幸
（四方田）

新井　民蔵
（児玉町小平）
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～広げよう「リサイクルの輪」～

集団資源回収

集団資源回収での分別方法と出し方

集団資源回収予定表 ○印は実施日未定　★は常設

集団資源回収を行う団体を募集しています

平成25年５月1日号

　みなさんが排出する燃えるごみのなかで、およそ40％を紙類が占めています。なかには新聞紙や雑誌類
など、きちんと分別し、リサイクルのできる紙資源が多く含まれています。１人ひとりが分別すれば、大き
な力となってごみが資源に生まれ変わります。「みんなでやれば大きな力に！」ごみを資源にするために、
リサイクル活動の一部を紹介します。 

種　類 主な品目 出し方 回収できないもの

紙　　類
新聞紙（広告含む）
雑誌類（包装紙等）
段ボ－ル、牛乳パック、雑がみ

品目ごとにひも等で縛る。牛
乳パックは、軽く洗って開く。

感熱紙、油紙、カ－ボン紙、
写真等

布　　類 衣類 洗濯し、汚れないよう袋に入
れる。

濡れているもの
ひどく汚れているもの

ガラス類 一升びん、ビ－ルびん、ジュ－ス
びん 軽く洗う。 割れたもの、汚れのひどいも

の等

金 属 類 スチ－ル製飲料用缶
アルミ製飲料用缶 軽く洗う。 さびたもの、汚れのひどいも

の等

  自治会・ＰＴＡ・子供会等が地域活動として定期的に実施しているものです。
積極的に参加することで、リサイクルの輪が広がり、ごみの減量と再資源化に
つながります。

※収集品目は、各団体によって異なりますので確認のうえ出してください。

　　　　　　　　　　　月団体名 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

宮本町自治会 23 25 27 22 23
泉町自治会 16 8 8 9
上町自治会（本庄） 26 28 28 24 26 23
照若町自治会 19 21 15 17 19 16
南本町自治会 18 15 20 17 21 19 16 21 18 15 15
諏訪町自治会 14 23
上仁手自治会 15 16
小島南自治会 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
曙自治会 4 1 6 3 7 5 2 7 4 1 1
本町自治会（児玉） 29 30
本庄東小学校ＰＴＡ 1 1
本庄西小学校ＰＴＡ 8 15
藤田小学校ＰＴＡ 1 7 1
仁手小学校ＰＴＡ 19 30
旭小学校ＰＴＡ 22
北泉小学校ＰＴＡ 11 12
本庄南小学校ＰＴＡ 11 26
中央小学校ＰＴＡ 25 19
児玉小学校ＰＴＡ 1 14
金屋小学校ＰＴＡ 17
秋平小学校ＰＴＡ 19 1

　　　　　　　　　　　月団体名 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

本庄東中学校ＰＴＡ 6 12
本庄西中学校ＰＴＡ 21 22
本庄南中学校ＰＴＡ 22 16
児玉中資源回収 14 8
末広町子供会育成会 6 7 26 11
都島子ども会育成会 1
沼和田子ども会育成会 9 10
小島子供育成会 ○
万年寺子供育成会 25 9
下野堂子ども会 11 12
新井子ども会 8
蛭川子供会 12 22
本庄すみれ幼稚園 6 20
本庄西幼稚園さくらんぼ会 8 10 11 13 15
本庄旭幼稚園保護者会 ○ ○ ○
北泉サッカースポーツ少年団 11
ライオンズマンション本庄自治会 ○ ○ ○ ○
あおぞらグループ井上 22 26 24 28 25 23 27 25 22 26 26
古太萬の会佐久間さんち 11 8 13 10 14 12 9 14 11 8 8
ハートtoハート（児玉） 5 2 7 4 1 6 3 1 5 2 2
ハートtoハート（本庄）19 16 21 18 15 20 17 15 19 16 16

　報奨金を受けるには、事前に団体登録が必要です。報奨金の交付対象となる団体は、市内に住所を有する者で
組織され、かつ、営利を目的としない団体です。
　詳しくは環境推進課又は環境産業課へお問い合わせください。★環境推進課☎㉕1172、環境産業課☎721331（内232）

４
月
１
日
付
け　

異
動

４
月
１
日
付
け　

派
遣

３
月
31
日
付
け　

退
職

４
月
１
日
付
け　

新
採
用

市
職
員
の

人
事
異
動


















死
亡
退
職（
３
月
17
日
付
け
）

　

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
人
事
異

動
を
発
令
し
ま
し
た
。（
新
採
用
・

退
職
以
外
は
課
長
級
以
上
を
掲

載
）

＊
（　

）
内
は
旧
職
で
す
。

【
企
画
財
政
部
】

▽
参
事
兼
産
業
開
発
室
長
（
拠
点

整
備
推
進
局
長
）
佐
藤
達
雄
▽
財

政
課
副
参
事
（
建
設
課
長
補
佐
兼

管
理
係
長
）
根
岸
重
芳

【
総
務
部
】

▽
課
税
課
長
（
教
育
総
務
課
長
）

阪
上
賢
司
▽
債
権
回
収
対
策
室
長

（
介
護
い
き
が
い
課
長
）
山
田
由

幸【
市
民
生
活
部
】

▽
部
長
（
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
）
小
谷
野
猛
▽
市
民
活
動
推

進
課
長
（
企
画
財
政
部
副
参
事
・

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
）

山
口
健
司
▽
危
機
管
理
課
長
（
自

治
防
災
課
長
）
反
町
光
弘
▽
市
民

課
長
（
総
務
部
市
民
課
長
）
金
井

弘
次

【
福
祉
部
】

▽
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
（
課
税

課
長
）
駒
沢
三
郎

【
保
健
部
】

▽
保
険
課
長
（
企
画
課
副
参
事
・

本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
）
中
田
啓
一
▽
介
護
い
き
が
い

課
長
（
図
書
館
長
）
須
賀
正
樹

【
経
済
環
境
部
】

▽
部
長
（
保
険
課
長
）
小
林
寿
己

▽
参
事
兼
エ
コ
タ
ウ
ン
推
進
室
長

（
埼
玉
県
）
藤
井
繁
明

【
都
市
整
備
部
】

▽
部
長
（
都
市
計
画
課
長
）
金
井

丈
夫
▽
建
設
課
長
（
建
築
開
発
課

長
）
内
藤
道
夫
▽
都
市
計
画
課
長

（
秘
書
広
報
課
長
補
佐
兼
国
際
交

流
係
長
）
田
島
美
佐
夫
▽
建
築
開

発
課
長
（
建
築
開
発
課
長
補
佐
兼

建
築
指
導
係
長
）
滝
澤
猛
▽
営
繕

住
宅
課
長
（
検
査
室
長
）
金
井
芳

男
▽
拠
点
整
備
推
進
課
長
（
拠
点

整
備
推
進
局
次
長
）
高
橋
哲
仁

【
児
玉
総
合
支
所
】

▽
児
玉
税
務
対
策
室
長
（
議
会
事

務
局
次
長
兼
庶
務
係
長
）
松
田
芳

幸【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
教
育
総
務
課
長
（
建
設
課
長
補

佐
兼
用
地
係
長
）
浅
香
浩
延
▽
生

涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長（
課

税
課
長
補
佐
兼
資
産
税
土
地
係
長
）

上
野
良
一
▽
文
化
財
保
護
課
長（
企

画
課
副
参
事
）
川
上
美
恵
▽
図
書

館
長
（
人
権
推
進
課
長
）
桜
場
幸

男

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▽
事
務
局
長
（
生
涯
学
習
課
長
兼

中
央
公
民
館
長
）
根
岸
潔

【
水
道
部
】

▽
部
長
（
営
繕
住
宅
課
長
）
小
内

修●
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

へ▽
企
画
財
政
部
副
参
事
（
図
書
館

副
館
長
）
小
茂
田
雅
泰

●
本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合
へ

▽
企
画
財
政
部
副
参
事
（
財
政
課

長
補
佐
兼
契
約
係
長
）
杉
原
初

●
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
福
祉
部
参
事
（
社
会
福
祉
課
副

参
事
・
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

木
村
悟

▽
秘
書
広
報
課
出
牛
健
太
郎
企
画

課
高
柳
洋
資
財
政
課
安
井
ゆ
か
り・

菅
野
慧
行
政
管
理
課
菊
池
大
・
中

川
裕
貴
課
税
課
岩
崎
敦
史
・
山
田

依
李
佳
・
今
井
蘭
収
納
課
松
本
瑞

穂
市
民
活
動
推
進
課
吉
田
早
苗
市

民
課
市
川
沙
緒
理
・
小
林
美
穂
社

会
福
祉
課
高
橋
陽
介
障
害
福
祉
課

金
井
夏
美
子
育
て
支
援
課
和
田
恵

実
保
険
課
松
島
佑
介
健
康
推
進
課

山
口
敦
史
・
吉
田
成
輝
介
護
い
き

が
い
課
皆
川
か
ほ
る
環
境
推
進
課

荒
井
大
樹
商
工
課
元
木
俊
文
農
政

課
佐
藤
勇
斗
建
設
課
上
田
泰
之
都

市
計
画
課
西
村
哲
郎
営
繕
住
宅
課

今
井
千
波
下
水
道
課
小
柏
麗
希
・

榎
木
紀
夫
市
民
福
祉
課
新
井
翔
子

生
涯
学
習
課
上
田
雄
一
郎
・
鈴
木

由
香
体
育
課
高
尾
亮
水
道
課
日
向

菜
実
・
吉
澤
有
加
里
経
済
環
境
部

藤
井
繁
明
（
埼
玉
県
か
ら
派
遣
）

学
校
教
育
課
浜
名
奈
保
子
（
埼
玉

県
か
ら
派
遣
）
環
境
推
進
課
相
原

裕
一
（
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏

組
合
か
ら
派
遣
）
総
務
課
田
島
清

孝
（
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組

合
か
ら
派
遣
）

▽
境
野
広
明
（
経
済
環
境
部
長
）

▽
山
﨑
一
成
（
都
市
整
備
部
長
）

▽
立
石
茂
則
（
水
道
部
長
）
▽
遠

藤
日
出
夫（
企
画
財
政
部
副
参
事
・

本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合
）
▽
大

塚
良
二
（
産
業
開
発
室
長
）
▽
加

藤
典
義
（
建
設
課
長
）
▽
村
田
文

彦
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
指
導

係
長
〈
指
導
主
事
〉）
埼
玉
県
へ

▽
金
井
孝
夫（
文
化
財
保
護
課
長
）

▽
田
中
知
明
（
図
書
館
副
参
事
兼

児
玉
分
館
係
長
）
▽
内
笹
井
武
登

志
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽

中
島
邦
夫
（
市
民
課
長
補
佐
兼
記

録
係
長
）
▽
中
沢
智
子
（
子
育
て

支
援
課
長
補
佐
兼
日
の
出
児
童
セ

ン
タ
ー
係
長
）
▽
矢
島
幸
子
（
子

育
て
支
援
課
主
幹
兼
久
美
塚
保
育

所
長
）
▽
荻
野
き
よ
江
（
子
育
て

支
援
課
主
幹
兼
共
和
保
育
所
長
）

▽
田
島
彰
（
健
康
推
進
課
長
補
佐

兼
健
康
係
長
）
▽
岩
﨑
榮
（
農
政

課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
▽
萩
原

義
郎
（
下
水
道
課
長
補
佐
兼
工
務

係
長
）
▽
飯
野
清
則
（
市
民
福
祉

課
長
補
佐
兼
税
務
係
長
）
▽
内
田

繁
夫
（
市
民
福
祉
課
長
補
佐
兼
保

険
子
育
て
係
長
）▽
櫻
澤
和
夫（
環

境
産
業
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
）

▽
根
岸
敬
明
（
会
計
課
長
補
佐
兼

会
計
係
長
）
▽
島
田
克
好
（
水
道

課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）
▽
加
川

京
子
（
図
書
館
奉
仕
係
長
）
▽
櫻

井
康
弘
（
監
査
委
員
事
務
局
監
査

係
長
）
▽
川
浦
晶
子
（
市
民
課
主

査
）
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組

合
へ
▽
須
藤
暁
美
（
子
育
て
支
援

課
主
査
）
▽
今
井
代
志
美
（
子
育

て
支
援
課
主
査
）▽
小
池
径
子（
子

育
て
支
援
課
主
査
）
▽
山
口
津
々

子
（
環
境
推
進
課
主
査
）
児
玉
郡

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ
▽
逸
見

俊
之
（
環
境
推
進
課
主
査
）
児
玉

郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ

▽
伊
藤
清
美
（
文
化
財
保
護
課
主

査
）
▽
木
村
美
佐
子
（
子
育
て
支

援
課
調
理
員
）

▽
久
保
勉（
環
境
産
業
課
技
能
員
）
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平
成
25
年
市
議
会
第
１
回
定
例

会
が
２
月
27
日
か
ら
３
月
25
日
ま

で
の
27
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
条
例
等
16
件
、

平
成
24
年
度
補
正
予
算
８
件
、
平

成
25
年
度
当
初
予
算
９
件
、
議
員

提
出
議
案
４
件
の
計
37
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
主
な
内
容
は
、
条
例
で

は
、
厳
し
い
財
政
事
情
に
鑑
み
、

市
長
等
の
給
料
等
の
減
額
措
置
を

延
長
す
る
た
め
の
「
本
庄
市
長
等

の
給
料
及
び
期
末
手
当
の
額
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
な
ど
。

　

予
算
で
は
、
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
７
２
億
２
９
０
０
万

円
と
す
る
「
平
成
25
年
度
本
庄
市

一
般
会
計
予
算
」
な
ど
。

　

議
員
提
出
議
案
で
は
「
北
朝
鮮

の
核
実
験
に
抗
議
す
る
決
議
」
な

ど
４
件
が
上
程
さ
れ
、
市
議
会
は

３
月
25
日
、
す
べ
て
の
議
案
を
可

決
、
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
な
ど

37
議
案
を
可
決

平
成
25
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会

　

議
会
最
終
日
の
３
月
25
日
に
議

長
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

長
に
早
野
清
氏
、
副
議
長
に
岩
崎

信
裕
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

公
平
委
員
会
委
員
に
中
村
憲
司

氏
を
再
任
す
る
こ
と
で
同
意
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

議
長
に　
　
　

早
野　

清
氏

副
議
長
に　
　

岩
崎
信
裕
氏

公
平
委
員
会
委
員
に

　
　
　
　

中
村
憲
司
氏

　郷土出身の偉人、塙保己一
先生の遺徳と事績を広く社会
に顕彰するため、遺徳顕彰会
が設立され、活動しています。
　下記のとおり総会を開催し
ますので、ぜひご参加くださ
い。
日時　６月１日㈯　午後２時～４時
会場　セルディ
内容　総会、児玉中学校吹奏楽部による記念演奏
★総検校塙保己一先生遺徳顕彰会事務局（セルディ内）
　☎72８８５１

市民税・県民税のおしらせ ★課税課☎㉕１１２３

市民税・県民税の納税方法

納税通知書の発送

給与・公的年金等以外の所得がある場合

申告書の内容の確認・訂正について

　

児
玉
市
街
や
本
庄
市
街
を
通
り
、

ま
ち
や
文
化
を
育
ん
で
き
た
「
鎌

倉
街
道
」
と
「
中
山
道
」。
こ
の

二
つ
の
街
道
の
歴
史
を
ま
と
め
た

「
本
庄
市
の
鎌
倉
街
道
と
中
山
道
」

を
刊
行
し
ま
し
た
。　
　

　
「
本
庄
市
の
養
蚕
と
製
糸
」
に

続
く
本
庄
市
郷
土
叢
書
第
２
集
と

な
り
、
随
所
に
カ
ラ
ー
写
真
を
織

り
交
ぜ
、
分
か
り
や
す
く
解
説
を

加
え
ま
し
た
。
郷
土
学
習
の
資
料

と
し
て
、
ま
た
歴
史
散
歩
を
楽
し

む
人
に
も
お
す
す
め
し
た
い
１
冊

で
す
。

　

図
書
館
や
歴
史
民
俗
資
料
館
、

塙
保
己
一
記
念
館
な
ど
で
ご
覧
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
者

に
は
販
売
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

体
裁　

Ａ
４
版　

56
ペ
ー
ジ

価
格　

５
０
０
円

取 

り
扱
い　

文
化
財
保
護
課
（
市

役
所
４
階
）

★
文
化
財
保
護
課
☎
㉕
１
１
８
６

〜
本
庄
の
歴
史
街
道
〜

「
鎌
倉
街
道
と
中
山
道
」

を
刊
行
し
ま
し
た

日時　９月15日㈰
　　 　午後５時～
　（開場　午後４時30分）
会場　市民文化会館
料金 （全席指定）
　　　前売　５，２５０円
　　　当日　５，７００円
※チケットは、５月18日㈯
から市民文化会館及び各プ
レイガイドで発売します。

　＊お問い合わせは下記へ
　★市民文化会館☎㉔２８４１

「総検校塙保己一先生遺徳顕彰会」
の総会が開催されます

MYSTERY NIGHT
TOUR2013

稲川　淳二の怪談ナイト

中村　憲司 氏
（児玉町児玉）

副議長
岩崎　信裕 氏

議　長
早野　清 氏

○ 普通徴収　自営業者等が該当し、通常６月、８月、10月、翌年１月の４回の納期に分けて個人で納税する
方法です。

○給与からの特別徴収
　毎月の給与から天引きし、６月から翌年５月までの12回に分けて納税する方法です。
○公的年金からの特別徴収
　４月１日現在において65歳以上で、年額18万円以上の公的年金を受給している人のうち、介護保険料が
公的年金から特別徴収されていて、平成25年度に市民税・県民税が課税となる人が、原則として特別徴収の
対象となります。
　なお、平成24年度年金特別徴収対象の人で平成25年度も対象となる人は、平成24年度に通知済の仮特別
徴収税額が引き続き平成25年４・６・８月に年金から天引きされます。

　給与特別徴収の納税通知書を５月中旬に事業所へ、普通徴収の納税通知書を６月上旬に納税義務者へそれ
ぞれ発送する予定です。

　給与・公的年金等以外(平成25年４月１日において65歳未満の方
は給与所得以外)の所得に係る市民税・県民税については、確定申告
などを行う際に、確定申告書等の第二表の『給与・公的年金等に係る
所得以外(平成25年４月１日において65歳未満の方は給与所得以外)
の所得に係る住民税の徴収方法の選択』欄にある、「自分で納付」の
部分にチェックを記入することにより普通徴収で納めることができま
す。申告書の控えをご確認ください。

市外に住んでいる家族を
扶養している場合

　扶養対象者の所得について、住所
地の市区町村に照会をし、扶養でき
るかどうか確認しています。なお、
住所地が不明などの理由で確認でき
ない場合は、申告した人に問い合わ
せをします。

　市では、納税通知書を発送する前に、税務署で申告
した人の申告内容のうち、次の各項目について確認し、
必要に応じて訂正しています。
・ 扶養にできない人を扶養にしているなど、受けられ
ない控除を受けている場合
・申告書の計算が誤っている場合
・申告書の記載に不備がある場合
・ 申告した給与や年金の金額と、市に届いている給与
支払報告書や公的年金等支払報告書の金額が、異な
る場合
※確認・訂正のため、申告書の内容について、申告し
た人に対して、市から問い合わせをする場合がありま
す。

平成25年度（平成24年分）所得・課税証明書
の交付は６月上旬の予定です

　所得・課税証明書を交付できる人は次の①～④
に該当する人です。
①市民税・県民税の申告をした人
②確定申告をした人
③ 勤務している会社等から給与支払報告書が市へ
提出されている人
④ 年金支払元から年金支払報告書が市へ提出され
ている人
　①～④以外の人は、市に課税資料がないため、
申告をした後でなければ証明書を交付することが
できません。
※収入がない人、家族の扶養になっている人でも
①～④に該当しない場合は同様です。
※申告をした後で市民税・県民税の税額を決定し
ます。決定後、所得・課税証明書が交付できます。
なお、税額の決定については、最長で２か月程度
かかりますので、早めの申告をお願いします。申告を済ませていない人は、

速やかに申告をお願いします。

忘れていませんか！！

市民税・県民税申告



平成25年５月1日号 1415

本庄早稲田の杜 クロスカントリー＆ハーフマラソン大会第17回

　御嶽山神社では、恒例の大護摩・火渡
りが行われました。迫力の火渡りを見る
ために集まった多くの人は、その後、厄
除けを願い、火渡りを体験しました。

▲市民カメラマン町田時男さん撮影

　市立小学校12校・中学校４校で入学式が行われました。
小学校では689人、中学校では1,411人の新入生が新し
い学び舎に期待を胸に集まりました。

▲川内さんぶっちぎりのゴール！

本庄西小学校入学式

波平さん（!?）にも黄色い声援♪ ▼
▲▲子どもたちのかわいい応援に思わず笑顔♡

▲子どもたちも負けてません

▲ぼくもがんばるぞ！

▲完走できるかな？

▲川内さんのスタートダッシュ！

▲気象予報士平井
さんもスタンバイ
OK

　 中学生男子
一般男子

中学生女子
一般女子

高校生以上～29歳 30歳～49歳 50歳以上 高校生以上～29歳 30歳～49歳 50歳以上

ハーフマラソン 　 岡田　和正
１時間15分20秒

須永　義伸
１時間10分07秒

島田　俊幸
１時間22分41秒 　 河原　麻衣

１時間47分13秒
岡本　幸子

１時間29分21秒
小川　清美

１時間41分12秒

クロカン12km 　 横澤　智行
43分48秒

石川　健太郎
42分42秒

吉岡　和弘
47分43秒 　 志賀口　愛

56分47秒
福田　恵美子
51分20秒

西　理香
58分12秒

クロカン６ｋｍ 狩野　佑介
19分57秒

江黒　雅樹
20分54秒

大野　裕司
19分58秒

坂本　朋隆
22分50秒

古田　朱里
22分40秒

中村　恵
24分17秒

宮本　明子
23分25秒

後閑　文子
25分54秒

　
　

小学生男子 小学生女子
１～３年 ４～６年 １～３年 ４～６年

ジョギング
１．４ｋｍ

中川　空
04分49秒 　 磯野　友希

05分00秒 　

ジョギング
２ｋｍ 　 大類　康靖

06分23秒 　 谷山　優衣
06分46秒

ゲストランナー

ハーフマラソン 川内　優輝
１時間06分28秒

クロカン12km 平井　信行
53分37秒

◎大会優勝者（敬称略）　みなさんお疲れ様でした！

４14 御嶽山春祭火渡り ４８ 市立小中学校入学式 ４６ 若泉公園桜まつり若泉公園桜まつり ４４

～願いを込めて…～

産泰神社例大祭
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市
で
は
、
定
住
人
口
の
増
加
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
定

住
促
進
新
築
住
宅
取
得
奨
励
金
」

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

奨
励
金
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

対
象
住
宅　

台
所
、
便
所
、
浴
室

及
び
居
室
を
有
し
、
利
用
上
の

独
立
性
を
有
す
る
も
の
で
専
ら

自
己
の
居
住
用
に
使
用
す
る
住

宅
（
併
用
住
宅
は
、
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
と

し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
）

※
平
成
25
年
度
に
新
た
に
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
た
住
宅
（
平
成

24
年
１
月
２
日
以
降
に
取
得
し
た

新
築
住
宅
）か
ら
対
象
に
な
り
ま

す
。

対
象
者　

市
内
に
右
記
の
住
宅
を

新
築
又
は
購
入
し
た
人
で
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
人
（
増
改

築
や
中
古
住
宅
の
取
得
は
除
く
）

交
付
要
件　

①
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

② 

対
象
住
宅
の
所
在
地
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
こ
と

交
付
額　

家
屋
の
居
住
部
分
の
固

定
資
産
税
額
の
50
％

加
算
条
件　

１ 

．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
交
付
額
に
15
％
を
加
算

　

ア 　

新
築
住
宅
の
取
得
時
に
市

内
に
転
入
し
た
人

　

イ 　

生
計
を
一
に
す
る
中
学
生

以
下
の
子
を
持
つ
人

　

ウ 　

生
計
を
一
に
す
る
中
学
生

以
下
の
子
を
持
つ
親
族
と
同

居
す
る
人

２ 

．
市
内
に
本
社
（
個
人
事
業
主

を
含
む
）
の
あ
る
建
築
業
者
か

ら
取
得
し
た
場
合
は
交
付
額
に

10
％
を
加
算

交
付
上
限
額　

10
万
円
（
１
年
度

当
た
り
）

交
付
期
間　

当
該
住
宅
の
固
定
資

産
税
を
課
税
さ
れ
た
初
年
度
か

ら
３
年
間

実
施
期
間　

平
成
25
年
度
か
ら
29

年
度
ま
で

申
請
方
法　

市
税
を
完
納
後
、
申

請
書
類
を
企
画
課
（
市
役
所
３

階
）
へ

申
請
期
間
（
平
成
25
年
度
）

　

 

平
成
26
年
３
月
３
日
㈪
〜
31
日

㈪
※
申
請
書
類
は
、
企
画
課
で
配
布

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

「
定
住
促
進
新
築
住
宅
取
得
奨
励
金
」を
創
設

〜
新
築
住
宅
の
取
得
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
〜

　

市
で
は
、「
本
庄
市
地
域
福
祉

計
画
」
策
定
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー

ト
や
懇
談
会
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

計
画
案
の
策
定
に
あ
た
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
策
定

委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

地
域
福
祉
に
関
心
の

あ
る
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

募
集
人
員　

３
人
以
内

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で

応
募
方
法　

５
月
24
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
職
業
・
電
話
番
号
・
経

歴
を
記
入
の
う
え
、
応
募
理
由

や
今
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
等

を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
て
、

郵
送
又
は
直
接
左
記
へ

郵
送
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
社
会
福
祉
課

選
考
方
法　

書
類
選
考

※
選
考
結
果
は
、
応
募
者
宛
に
通

知
し
ま
す
。

★
社
会
福
祉
課
☎
㉕
１
１
４
２

本
庄
市
地
域
福
祉
計
画
策
定

委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　次の表に該当する心身障害者が、通院・通学や生業等のために使用する普通自動車・軽自動車等のうち、要件
を満たした場合、障害者１人につき１台に限り、自動車税・軽自動車税・自動車取得税が減免になります。
※上限額４５，０００円。ただし、重課対象車は４９，５００円。自動車取得税は上限15万円。

要件　次の①②のいずれかに該当する場合
　 ①車両の所有者が該当者本人又は、該当者と生計をとも
にする人で、運転者が該当者本人又は該当者と生計をと
もにする人の場合
　 ②該当者のみで構成される世帯が所有する車両を、常時
介護する人が運転する場合

◎普通自動車の手続き
申請場所　県税事務所　申請期限　５月31日㈮
※減免登録が済んでいる人は改めて申請を行う必要はありません。
なお、６月３日㈪以降に申請した場合は、申請の翌月からその年度
の３月分までが上限の範囲内で減免されます。

◎軽自動車等の手続き　※毎年申請が必要です。
申請場所　課税課（市役所１階）　申請期限　５月24日㈮
※継続申請の人は、市民福祉課（総合支所）でも手続きできます。
詳しくは、課税課へお問い合わせください。

持参するもの　
・ 身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳と
　自立支援医療受給者証
・印鑑
・運転者の自動車運転免許証
・自動車検証
・納税通知書

心身障害者の「自動車税・軽自動車税・自動車取得税」が減免になります

◇◆空間放射線量・放射性物質
測定結果のお知らせ◆◇

　４月第１週分（３月30日～４月５日）、４月第２週分（４
月６日～ 12日）の放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検
出でした。
★ 教育総務課☎㉕1182、子育て支援課☎㉕1128、本庄上
里学校給食センター☎㉔2621

― 市立小中学校・市立保育所の
給食等放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施していま
す。市内で採取したホンレンソウ・ブロッコリー（判明日４
月４日）、ミズナ・レタス（判明日４月18日）の放射性セシ
ウムは、全て基準値を下回りました。
★農政課☎㉕1177

― 農畜産物の放射性物質測定結果 ―

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間の子どもの急病時にご利用
ください。県内であれば、プッシュ回線
の電話や携帯電話から「#8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、休日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時（火災やけが人など）
の受付専用電話番号です。夜間など、時間
外に診療可能な病院については、児玉郡市
広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案
内していますので、ご利用ください。ただ
し、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

５月12日㈰ 関 口 外 科 医 院 上里町神保原 ☎33８２０８

５月19日㈰ 関根内科外科医院 神川町新里 ☎77７６６７

５月26日㈰ はにぽんクリニック 東台４丁目 ☎㉒３５９６

６月２日㈰ 千 田 医 院 美里町根木 ☎76００４１

６月９日㈰ 高橋外科整形外科 千代田１丁目 ☎㉒６２１１

期間　平成26年３月31日㈪まで（各業務時間内）
場所　①市役所１階市民ホール　②市民福祉課（総合支所）
　③本庄市社会福祉協議会　④セルディ
　⑤シルクドーム　⑥水道庁舎
※募金は、現金に限らせていただきます。なお、領収書が必
要な場合は、①～③にお越しください。
★社会福祉課☎㉕1142、本庄市社会福祉協議会☎㉔2755

東日本大震災の義援金を受け付けています

減免の対象となる障害の区分及び級
手帳の種類及び障害の区分 減免の対象となる障害の級

身
体
障
害
者
手
帳

心臓､じん臓、呼吸器、小腸、
ぼうこう又は直腸 １級又は３級

体幹 １級から３級まで及び５級
聴覚 ２級又は３級

視覚 １級から３級まで及び４級の１（４級
のうち両眼の視力の和が0.09～0.12）

音声又は言語機能 ３級（こう頭が摘出された場合に限
ります。）

平衡感覚 ３級
上肢 １級又は２級
下肢 １級から６級まで
乳幼児期以前の非進行性脳
病変による運動機能（上肢）１級又は２級

乳幼児期以前の非進行性脳
病変による運動機能（移動）１級から６級まで

ヒト免疫不全ウィルスによ
る免疫機能、肝臓 １級から３級まで

戦病者手帳 身体障害者手帳の減免の範囲に準じ
ます。

療育手帳 Ⓐ又はA

精神障害者保健福祉手帳 １級で、かつ障害者自立支援法に規
定する精神通院医療を受けている人

※障害名が「左半身不随」のような場合は、障害の区分ごとの等級（上
肢○級、下肢○級）により判定します。

＊お問い合わせは下記へ
★障害福祉課☎㉕１１２５・ｆ㉓１９６３
★課税課☎㉕１１２２・ｆ㉕１１９１
★市民福祉課☎72１３３１（内線322）・ｆ72１６３０
★本庄県税事務所☎㉒６１５３・ｆ㉒２８４４

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
７日㈫・13日㈪・20日㈪・27日㈫・６月３日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
７日㈫・13日㈪・20日㈪・27日㈫・６月３日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
１日㈬～６日㉁、９日㈭～13日㈪

市税夜間収納窓口のお知らせ
　全国の主なコンビニで市税の納付をすることができ
ます。詳しくは、収納課へお問い合わせください。

市税夜間収納窓口のお知らせ
日時　５月７日㈫・６月５日㈬　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎㉕１１２０
　　　・総合支所（仮庁舎２階）　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。



でんごん広場
みなさんの情報交換の場

　＝行事案内　　＝会員募集募行
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本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

大盛況　第17回本庄早稲田の杜
クロスカントリー＆ハーフマラソン大会

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で

す

★ ６月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

増
ます

田
だ

　梨
り

乃
の

ちゃん（東台３丁目）
〈平成22年生まれ〉

小
こばやし

林　煌
こう

季
き

ちゃん（千代田１丁目）
〈平成23年生まれ〉

３歳のお誕生日
おめでとう。これ
からも梨乃ちゃ
んスマイルでみ
んなを元気にし
てね。

祝２歳！いたず
ら大好きなこう
ちゃん。これか
らもお兄ちゃん・
お姉ちゃんと仲
良くね

飯
いいづか

塚　寧
ね

々
ね

ちゃん（小島３丁目）
〈平成23年生まれ〉

２歳おめでとう。
いつも寧々に癒
されるよ。あり
がとう。大好き

中
なかはら

原　希
のぞみ

ちゃん（栄２丁目）
〈平成24年生まれ〉

お誕生日おめで
とう！いつも笑
顔で癒してくれ
てありがとう。
みんな希が大好
きだよ。

５月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは５月15日㈬必着です。

皆
みながわ

川　蒼
そう

馬
ま

ちゃん（中央１丁目）
〈平成21年生まれ〉

村
むらかみ

上　心
こ

々
こ

弥
み

ちゃん（前原１丁目）
〈平成21年生まれ〉

お誕生日おめで
とう！＆すくす
く元気に育って
くれてありがと
う！大好きだよ！

５
月
は「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
強
化
月
間
」
で
す

（
広
告
）

（
広
告
）

４歳のお誕生日
おめでとう。こ
れからも兄妹仲
良く、元気にいっ
ぱい遊んでね。

本庄市文化展
日時　５月31日㈮～６月２日㈰
　 午前９時～午後５時（２日㈰は
午後２時まで）
※作品の搬入は５月30日㈭午前
11時30分から午後３時までです。
場所　市役所１階市民ホール
応 募資格　高校生以上の市内在住・
在勤・在学者　

費用　８５０円（出品料）
申込　５月15日㈬ までに、下記へ
問い合わせ　森田☎080-3209-5545

桜華カラオケクラブ 　
日時　毎月第１～３火曜日　
　午前９時30分～ 11時45分
場所　本庄西公民館
対象　20歳以上
講師　斉藤　美穂　先生
費用　月会費2,000円
問い合わせ　福島☎㉔０４０７

本庄市茶道連合会　月釜　
日時　毎月第1日曜日（8月は休み）
　正午～午後３時
場所　諏訪しぜん亭
費用　５００円（茶・菓子代）
申込　当日直接会場へ
問い合わせ　本田☎080-6639-1620

　

赤
十
字
は
、
人
の
命
の
尊
厳
を

守
る
た
め
、
様
々
な
人
道
的
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
日
本
赤
十

字
社
は
、
災
害
救
護
活
動
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
事
業
を
、
み
な

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た「
社

費
」
や
「
寄
付
金
」
な
ど
の
活
動

資
金
（
社
資
）
に
よ
り
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
を
赤
十
字
運
動
月

間
と
し
て
広
く
社
資
の
募
集
を
し

て
い
ま
す
。
赤
十
字
の
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

日
本
赤
十
字
社
本
庄
市
地
区（
本

庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎

㉔
２
７
５
５

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給

付
の
継
続
申
請
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す

　

自
転
車
は
車
両
で
す
。
車
両
の

運
転
者
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

対 

象　

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
、
引
き
続
き
治
療
が
必
要
な

20
歳
未
満
の
人

受 

付
期
間　

５
月
10
日
㈮
か
ら
６

月
14
日
㈮
ま
で
（
土
・
日
を
除

く
）

受
付
場
所　

本
庄
保
健
所

提 

出
書
類　

申
請
書
、
医
療
意
見

書
、
生
計
中
心
者
の
所
得
税
関

係
証
明
書
な
ど

※
保
健
所
か
ら
必
要
書
類
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

自
転
車
安
全
利
用
５
則

① 

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
自
転

車
は
、
車
道
寄
り
を
徐
行

③
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・ 

飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・ 

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
、
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

※
定
期
的
に
自
転
車
の
点
検
・
整

備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

★ 

危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４

　めでたく100歳を迎えられた土岐源次郎
さん（大正２年３月25日生まれ）に、吉田
市長からお祝いの「寿状」が贈られました。

土岐源次郎さん
（東台１丁目）

　

で
ん
ご
ん
広
場
は
、
既
に
市
内
の
公
的
施
設

等
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

　

で
ん
ご
ん
広
場
の
掲
載
申
し
込
み
は
、
秘
書

広
報
課
（
☎
㉕
１
１
５
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　埼玉県立本庄北高等学校同窓会様から「本庄市教育振興基金」
に200万円の寄附をいただきました。
　いただいた寄附金は、有効に活用させていただきます。
　ありがとうございました。

★教育総務課☎㉕１１８２

　埼玉県立本庄北高等学校同窓会様から「本庄市教育振興基金」

善意ありがとうございます特に川内さんがはにぽんの耳の穴に手を入れた写真が、翌
日、スポーツ新聞社からネット配信されるなど、本庄市に
とっても全国的なPRが出来たと思います。
　また今回は「仮装ランナー」が募集され、スーパーマリ
オに扮した親子や、アイドルグループ乃木坂46の井上小
百合さん（本庄市出身）の自主PR隊（セーラー服姿の男
子５名）、かぶりものに着物姿の波平さん（「サザエさん」
の父）など、ユニークないでたちの方々が参加し、会場を
沸かせていました。
　当日はつみっこ研究会のみなさんによるつみっこの無料
サービスを始め、出店もたくさん並び、お祭りのような賑
わいでした。大きな事故もなく、天候にも恵まれ、すばら
しい大会となりました。昨年から準備を重ねてきた、主催
者である体育協会また大会の実行委員会、陸上競技協会、
後援・協賛していただいた団体・機関・企業、事務局、そ
して地元はもちろん全国から参加いただいた皆さまに、心
から御礼申し上げます。

　第17回本庄早稲田の杜クロスカントリー＆ハーフマラ
ソン大会が、4月14日に開催されました。今年はこだま千
本桜・小山川沿いを走るハーフマラソンも昨年に引き続き
2回目となり、また大久保山を走るクロスカントリー
12kmもすっかり定着して、その他６km、２km、1.4km
のマラソンコースは定員一杯の参加申し込みがありました。
　今回の目玉はなんと言ってもゲストランナーでした。市
民ランナーとして大活躍中の埼玉県職員の川内優輝さんと、
気象予報士でおなじみの平井信行さんが、それぞれハーフ
マラソン、クロスカントリー12㎞に出場されました。会
場には二人を一目見ようと、参加者以外にも大勢の市民の
みなさんに来ていただきました。
　私はハーフマラソンのスターターをしたのですが、他の
参加者のみなさんとの距離を出だしからグングン離して行
く川内さんの俊足には本当に驚かされました。お二人には
本庄市マスコット「はにぽん」と記念撮影をしていただき、

お
知
ら
せ

行

募

行



（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

平成25年５月1日号 20

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

21

「
介
護
予
防
教
室
」
を
開
催
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「
新
任
管
理
監
督
者
研
修
」
〜

部
下
の
指
導
・
育
成
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

の
向
上
〜
を
開
催

児
玉
郡
市
手
話
通
訳
者
養
成
講

座
（
実
践
課
程
）
を
開
催

「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を

開
催

自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
『
川
の
生

き
も
の
み
っ
け
隊
〜
里
川
保

全
活
動
〜
』
を
開
催 

　
「
身
体
を
動
か
し
た
方
が
良
い
」

と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
何
を
す
れ

ば
い
い
の
？

　

そ
ん
な
人
に
、
基
本
的
な
身
体

の
動
き
を
知
り
、
生
活
習
慣
か
ら

く
る
姿
勢
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
を

防
止
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
操
を
実
際

に
行
い
な
が
ら
学
び
ま
す
。

日 

時　
６
月
12
日
㈬　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

会 

場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
安

誠
園

講 

師　

加
藤　

竜
哉　

氏
（
安
誠

園
理
学
療
法
士
）

対 

象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

25
人
程
度
（
先
着
順
）

申 

込　

５
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

安
誠
園
☎
㉒
６
２
６
２
、
介
護

い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２
７

　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

企
業
の
次
世
代
に
資
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
管
理
監
督
者
を

対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
任
管
理
監
督
者
を
鍛
え
る
機

会
と
し
て
、
当
研
修
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日 
時　
６
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭　

全

２
回　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
45
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

組
織
を
担
う
管
理
監
督
者

と
し
て
必
要
な
「
知
識
・
役
割
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
コ
ー
チ
ン
グ
」

等
の
基
本
事
項
を
、
実
習
や
討

議
を
通
じ
て
習
得

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

１
２
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申 

込　

６
月
19
日
㈬
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

ｆ

㉔
７
４
６
５

　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
の
聴
覚
障

害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

円
滑
に
し
、
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
、
児
玉
郡
市
手
話
通
訳
者

派
遣
事
業
に
登
録
す
る
手
話
通
訳

者
を
養
成
し
ま
す
。

日 

時　

６
月
７
日
㈮
か
ら
12
月
13

日
㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
正
午　

全
22
回
（
７

月
26
日
㈮
か
ら
８
月
30
日
㈮
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
を
除
く
）

会 

場　

サ
ン
デ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
予
定
）

定 

員　

10
人
（
受
講
審
査
あ
り
）

受
講
条
件　

① 

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住
で
、

修
了
後
は
児
玉
郡
市
手
話
通
訳

者
と
し
て
活
動
す
る
意
思
の
あ

る
人

② 
児
玉
郡
市
手
話
通
訳
者
養
成
講

座
（
基
本
課
程
）
及
び
（
応
用

課
程
）
を
修
了
し
た
人
又
は
同

等
の
技
術
・
知
識
を
有
す
る
人

費
用　

実
費
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

申 

込　

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
左
記
へ                       

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
手
話

通
訳
者
派
遣
担
当
☎
㉒
７
２
７

５　

　

犬
に
関
す
る
法
令
や
適
正
な
飼

い
方
を
学
び
、
家
族
の
一
員
と
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

① 

講
習
「
法
令
、
犬
の
習
性
、
行

動
、
し
つ
け
方
、
問
題
行
動
に

つ
い
て
」

日 

時　

５
月
14
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

定 

員　

30
人
（
先
着
順
）

② 

実
技
「
基
本
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」

日 

時　

５
月
17
日
㈮
・
21
日
㈫
・

28
日
㈫
・
６
月
４
日
㈫　

全
４

回　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
定
員　

５
人
（
先
着
順
）

対 

象　

生
後
６
か
月
以
上
１
年
未

満
の
愛
犬
と
飼
い
主

※
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
予
定
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
。

《
①
②
共
通
》

会
場　

本
庄
保
健
所

参
加
費　

無
料

※
講
習
参
加
者
は
①
の
み
、
実
技

参
加
者
は
①
と
②
へ
の
参
加
に
な

り
ま
す
。

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

本庄早稲田の杜「里山塾」2013を開催
　新幹線本庄早稲田駅の整備が進み、本庄のまちは大きく変わってきています。しかし、駅前には早稲
田大学の本庄キャンパス・大久保山があり、まとまった緑と豊かな自然が残されています。７年目を迎
える里山塾では、今年も大久保山の自然や歴史にふれながら、本庄市の自然と開発、暮らしについてみ
なさんと考えていきます。多くの人のご参加をお待ちしています。
日程・テーマ

時間　午前９時～午後１時
集合場所　早稲田リサーチパークコミュニケーションセンター　４階レクチャールームⅡ
講師　大堀　聰　先生（早稲田大学創造理工学部講師）ほか
対象　本庄市・児玉郡内在住・在勤・在学者（親子での参加も可）
定員　30人程度（多数の場合抽選）※応募者全員に後日連絡します。
費用　無料
用意　タオル、帽子、長袖長ズボン、飲み物、筆記用具ほか
申 込　５月16日㈭までに住所・氏名・年齢(学年)・連絡先（電話番号又はメールアドレス）を明記のうえ、
ファックス又は電話で下記へ
★（公財）本庄早稲田国際リサーチパーク☎㉔７４５５・ｆ㉔７４６５

日程 テーマ
平成25年５月25日㈯ 生物多様性（大久保山散策）
　　〃　 ６月８日㈯ 里山の恵み１（サツマイモ作付け）
　　〃　 ７月27日㈯ 歴史（大久保山の歴史）
　　〃　 ９月７日㈯ エクスカーション（越後湯沢）
　　〃　 10月20日㈰ 里山の恵み２（サツマイモ収穫）
　　〃　 11月16日㈯ 里山の恵み３（自然薯掘り）
　　〃　 12月21日㈯ 循環型（落ち葉かき）
平成26年１月18日㈯ 振り返り（まとめ）

　

本
庄
市
に
流
れ
る
「
男
堀
川
」

の
生
物
調
査
や
清
掃
活
動
に
親
子

で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

６
月
１
日
㈯　

午
前
８
時

40
分
〜
午
後
１
時

会 

場　

男
堀
川
（
早
稲
田
大
学
本

庄
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近
）

内 

容　

実
際
に
川
に
入
っ
て
、
川

の
生
き
物
を
捕
ま
え
た
り
、
川

を
き
れ
い
に
し
て
、
里
川
の
自

然
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※
解
散
時
に
軽
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住

の
小
学
校
３
年
生
以
上
の
児
童

と
保
護
者

※
児
童
の
み
の
参
加
の
場
合
は
、

小
学
校
５
年
生
以
上
が
対
象
で
す
。

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

５
月
７
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連

絡
先
（
電
話
番
号
な
ど
）
を
明

記
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は

電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

ｆ

㉔
７
４
６
５

昨年の様子

催　

し
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※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

23

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

太
極
拳
大
会
」
を
開
催

「
里
親
入
門
講
座
」
を
開
催

公
益
社
団
法
人
本
庄
法
人
会
第

１
回
通
常
総
会
記
念
公
開
講
演

会
を
開
催

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民
太

極
拳
教
室
」
を
開
催

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
募
集

子育て講座参加者を募集
　子育て講座を下記のとおり開催します。一緒に地域で子育てしませんか。
①子育てママコース※お子さんと一緒の参加及び１回のみの参加も可能です。

日
の
出
保
育
園
子
育
て
支
援

事
業
「
す
く
す
く
広
場
」
を
開

催

ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー
を
開
催

日 

時　

５
月
27
日
㈪　

午
後
４
時

15
分
〜
５
時
45
分

※
通
常
総
会
終
了
後
の
た
め
開
始

時
間
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会 

場　

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
本

庄
演 

題　

と
な
り
の
ク
レ
ー
マ
ー
〜

苦
情
か
ら
学
ぶ
、
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
〜

講 

師　

関
根　

眞
一　

氏（
苦
情
・

ク
レ
ー
ム
対
応
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

申 

込　

５
月
20
日
㈪
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★ 

公
益
社
団
法
人
本
庄
法
人
会
事

務
局
☎
㉑
１
０
６
５

　

わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、

様
々
な
事
情
で
家
庭
を
離
れ
て
生

活
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
子
ど
も

が
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
家
庭

で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
里
親
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
、
楽
器
を
使
っ
た
リ
ズ
ム

遊
び
・
制
作
・
親
子
体
操
な
ど
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
ワ
ク
ワ
ク
お
話
し
会

日
程　

５
月
18
日
㈯　

②
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
程　

６
月
18
日
㈫

③
人
形
劇
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」

日
程　

６
月
24
日
㈪

日
時　

６
月
９
日
㈰

　

 

受
付　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

30
分

会
場　

・
グ
リ
ー
ン
シ
ア
朝
日
町
店

・
本
庄
西
公
民
館

・
旧
宮
本
町
集
会
所
及
び
栄
公
園

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
児
玉
店

・
児
玉
公
民
館

★ 

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
本
庄

支
部
☎
73
１
４
２
２

　

そ
こ
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に

「
里
親
制
度
」
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、「
里
親
入
門
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

養
育
経
験
が
あ
る
里
親
か
ら
話

を
聞
い
て
み
る
な
ど
、
一
緒
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日 

時　

５
月
25
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

　

受
付　

午
後
１
時
〜

会
場　

熊
谷
児
童
相
談
所

内
容　

① 

里
親
制
度
の
概
要
に
つ
い
て（
熊

谷
児
童
相
談
所
職
員
に
よ
る
説

明
）

② 

里
親
体
験
談
の
発
表
（
養
育
中

の
里
親
２
人
に
よ
る
体
験
談
）

③
み
ん
な
で
意
見
交
換

★ 

埼
玉
県
熊
谷
児
童
相
談
所
☎
０

４
８―

５
２
１―

４
１
５
２

④
お
て
て
で
ギ
ュ
も
っ
て
遊
ぼ
う

日
程　

７
月
20
日
㈯

《
①
〜
④
共
通
》

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

会
場　

日
の
出
保
育
園

対 

象　

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

★ 

日
の
出
保
育
園
☎
㉑
５
２
６
３

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
、
有

料
広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
３
２
、
５
０
０
部
発
行
の
広

報
ほ
ん
じ
ょ
う
に
広
告
を
掲
載
し

ま
せ
ん
か
。

広 

告
媒
体　
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う（
毎

月
１
日
発
行
）

募 

集
期
間　
５
月
17
日
㈮
ま
で（
必

着
）

広
告
の
規
格
等

① 

掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報

す
て
ー
し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の

最
下
段

②
募
集
枠
数　

３
枠

③ 

枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　

単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

　

 

３
号
分
に
つ
き
３
０
、
０
０
０

円
⑥ 

掲
載
期
間　

７
月
〜
９
月
号（
３

号
分
）

※
７
月
号
か
ら
、
最
長
で
平
成
26

年
３
月
号
ま
で
９
号
分
掲
載
の
申

し
込
み
も
可
能
で
す
。

申 
込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

接
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係（
市

役
所
３
階
）
へ
提
出

① 

有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
秘
書

広
報
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
も
の
）

②
広
告
の
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）

③ 

業
務
内
容
等
が
わ
か
る
書
類（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

④ 

納
税
証
明
書
（
市
外
の
人
が
申

し
込
む
場
合
）

郵
送
先

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
秘
書
広
報
課

注
意
事
項

・ 

内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に

よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
本
庄
市
有
料
広

告
事
業
取
扱
要
綱
」
及
び
「
広
報

ほ
ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基
準
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
秘
書
広
報
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

②子育て支援者コース（ファミリー・サポート・センター援助会員養成講座）※託児あり

《①②共通》

時間　午前10時～ 11時30分（6月27日㈭のみ正午まで）
申込　５月10日㈮から電話で下記へ
★本庄市ファミリー・サポート・センター（本庄市社会福祉協議会内）☎㉔２７５５

日　程 内　容 定　員 会　場

６月６日㈭ 「簡単！手作りおもちゃで遊ぼう！」、「良い絵本の選び方と子ど
もが夢中になる読み聞かせ法」

15人（先着順）
中央公民館

６月13日㈭ 「ココロもカラダも素敵なママになるために」～先輩ママの体験
談とセルフマッサージ～

６月17日㈪ 子育てサロン「ゆうゆう」体験（幼児安全法） 日の出児童センター
７月５日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」体験（七夕イベント） 前原児童センター

日　程 内　容 定　員 会　場
６月４日㈫ 「子どもの心と体の発達」～子どもの成長に応じた関わり方～

15人（先着順）中央公民館６月11日㈫ 「子どもとすぐに仲良くなる方法」～話しの聴き方、接し方～
６月18日㈫ 「子どもの病気とけが」～子どもに多い症状とその対応～

日　程 内　容 定　員 会　場
６月27日㈭ 「アレルギー対応のお手軽！おやつづくり」みんなで輪になって座談会 30人（先着順）中央公民館

　
「
本
庄
市
第
６
次
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
（
平
成
24
〜
26
年
度
）」

に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
所
（
法
人
）
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

対
象
事
業　

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
事
業
所

・ 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
入
所
者
生
活
介
護
（
ユ
ニ
ッ

ト
型
）　 

１
事
業
所

期 

間　

６
月
14
日
㈮
か
ら
28
日
㈮

ま
で
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

　

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
１

９
日 

時　

６
月
４
日
か
ら
７
月
２
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
５
回

日
時　

６
月
９
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

参 

加
資
格　

市
内
在
住
者
、
連
盟

会
員
、
愛
好
者

参 

加
費　

２
、
０
０
０
円
（
連
盟

会
員
は
５
０
０
円
）

種
目　

集
団
演
武
・
個
人
演
武

※
そ
れ
ぞ
れ
入
門
・
初
級
・
24
式
・

32
式
剣
他
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

申
し
込
み
は
、
５
月
31
日
㈮
ま

で
に
太
極
拳
連
盟
・
金
子
（
☎

㉑
９
４
６
７
）
へ

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ス
イ
ミ

ン
グ
教
室
を
開
催

　

い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
の
水
中

歩
行
や
泳
ぎ
で
筋
肉
に
刺
激
を
与

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
夏
に
向
け
て

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

日 

時　

６
月
３
日
か
ら
７
月
22
日

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　

全
６
回

（
６
月
24
日
㈪
、
７
月
15
日
㈷

を
除
く
）　

午
前
11
時
〜
正
午

（
６
月
３
日
の
み
午
前
10
時
45

分
〜
正
午
）

会 

場　

ス
ウ
ィ
ン
本
庄
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
内 

容　

水
の
力
を
利
用
し
た
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
イ
ミ
ン
グ

で
腰
や
関
節
に
負
担
を
か
け
ず

に
筋
力
ア
ッ
プ
や
運
動
不
足
解

消
を
目
指
し
ま
す
。

※
ス
イ
ミ
ン
グ
は
初
心
者
と
初
級

者
に
ク
ラ
ス
を
分
け
ま
す
。

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
、
２
０
０
円

用 

意　
水
着
、ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ

プ
、
ゴ
ー
グ
ル
、
着
替
え
、
タ

オ
ル
等

申 

込　

５
月
10
日
㈮
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
左
記
へ
（
※
電
話
の

み
）

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
場　

児
玉
公
民
館

講 

師　

堀
米　

秀
夫　

先
生
（
日

本
武
術
太
極
拳
連
盟
公
認
Ａ
級

指
導
員
）

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

５
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

　

地
元
で
働
く
住
ま
い
づ
く
り
の

専
門
家
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
住
宅

相
談
、
耐
震
相
談
、
包
丁
研
ぎ
や

工
作
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

広報枠（5月号P19～21参照）

募　

集

ス
ポ
ー
ツ
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◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

本
庄
公
民
館 

☎
㉔
７
３
８
３

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

親
子
剣
道
教
室
」
を
開
催

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室
」

を
開
催

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
」
を
開
催

日 
時　

６
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
日
曜
日　

全
５
回　

午

前
９
時
〜

会
場　

武
道
館

対
象　

小
学
生
以
上

講
師　

市
剣
道
連
盟
指
導
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
貸
与
し
ま
す
。

申 

込　

５
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

日
程　

６
月
16
日
㈰

会 

場　

若
泉
第
１
・
第
２
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

種 

目
・ 

一
般
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
の
部

（
ペ
ア
の
合
計
年
齢
が
１
０
０

歳
未
満
）

・ 

シ
ニ
ア
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
の

部
（
ペ
ア
の
合
計
年
齢
が
１
０

０
歳
以
上
）

日 

時　

６
月
５
日
か
ら
６
月
26
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

市
民
体
育
館

講 

師　

鈴
木　

洋
子　

先
生
（
Ｊ

Ａ
指
導
審
判
員
）

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
・
協

会
員

※
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
、
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
初
心
者
や
親
子

で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

定 

員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料

夏
の
市
民
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
参

加
者
募
集

　

東
京
ド
ー
ム
40
個
分
の
広
大
な

国
営
昭
和
記
念
公
園
。
緑
あ
ふ
れ

る
都
会
の
オ
ア
シ
ス
を
ハ
イ
キ
ン

グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

６
月
23
日
㈰

集
合
場
所
・
集
合
時
間

①
児
玉
総
合
支
所　

午
前
７
時

② 

シ
ル
ク
ド
ー
ム　

午
前
７
時
15

分
※
集
合
確
認
後
、
す
ぐ
に
出
発
し

ま
す
。

コ 

ー
ス　
国
営
昭
和
記
念
公
園（
東

京
都
立
川
市
）　　
　

※
昼
食
・
休
憩
・
見
学
を
含
め
約

５
時
間
の
行
程
で
す
。

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
※
小
学
校
４
年
生
以
上
が
対
象
で

・
ビ
ギ
ナ
ー
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
は
不
可
。

参 

加
資
格　

本
庄
市
・
児
玉
郡
在

住･

在
勤･

在
学
者
及
び
協
会
員

参
加
費
（
１
組
）

　

一
般　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　

協
会
員　
　
　

１
、
５
０
０
円

申 

込 　

６
月
13
日
㈭
ま
で
に
本
庄

市
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.honjo-ta.org/

）

　
 

又
は
大
会
事
務
局
﹇
ス
ポ
ー
ツ

Ｋ
内
☎
㉑
７
３
３
１
﹈
へ

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

６
月
４
日
㈫
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
体
育
課
へ

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
市
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
協
会
・
新
井
（
☎
㉑
４
８

８
０
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

定
員　

80
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費

　

大
人　
　
　
　

２
、
５
０
０
円

　

小
中
学
生　
　

１
、
５
０
０
円

※
な
お
、
別
途
入
園
料
等
（
大
人

７
０
０
円
・
子
供
１
４
０
円
）
を

当
日
集
金
し
ま
す
。

用 

意　

ハ
イ
キ
ン
グ
す
る
服
装
、

履
き
な
れ
た
靴
、
昼
食
、
雨
具
、

着
替
え
等

申 

込　

５
月
31
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
参
加
希
望

者
全
員
（
１
枚
に
４
人
ま
で
記

入
可
）
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
集
合
場
所
を

記
入
の
う
え
、
左
記
へ
郵
送

郵
送
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
教
育
委
員
会

　

体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

※
郵
送
先
の
住
所
が
昨
年
度
ま
で

と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

◆
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
教
室

日 

時　

５
月
22
日
か
ら
６
月
12
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　

湯
本　

晴
枝　

先
生

内 

容　
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
で「
お

針
箱
」
を
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　

裁
縫
道
具
、
も
の
さ
し
、

鉛
筆

申 

込　

５
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
体
験
教
室

日 

時　

５
月
28
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

東　

禎
章　

先
生

内 

容　

と
っ
て
も
便
利
な
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
を
体
験
す
る

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
教
材
費
）

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

５
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
６
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、 

午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
習
会
（
夜
の

ク
ラ
ス
）

日 

時　

５
月
27
日
か
ら
６
月
24
日

ま
で
の
月
曜
日　

全
５
回　

午

後
６
時
〜
９
時

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
０
０
０
円

申 

込　

５
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
基
礎
講
習
会
（
夜
の
ク

ラ
ス
）

日 

時　

５
月
31
日
か
ら
６
月
28
日

ま
で
の
金
曜
日　

全
５
回　

午

後
６
時
〜
９
時

講
師　

南　

徳
美　

先
生

◆
「
初
心
者
写
真
教
室
」
〜
撮
影

の
初
歩
の
学
び
〜

日 

時　

５
月
16
日
㈭
・
５
月
23
日

㈭
・
６
月
６
日
㈭　

全
３
回

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

講
師　

根
岸　

久　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
又
は
フ

◆
歩
い
て
発
見
健
康
づ
く
り
「
ほ

ん
じ
ょ
う
か
る
た
・
文
化
財
巡
り
」

〜
本
庄
市
の
再
発
見
と
健
康
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
て
〜

日 

時　

５
月
30
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

※
小
雨
決
行
で
す
。

場 

所　

市
民
プ
ラ
ザ
跡
地
集
合
・

解
散

内 

容　

市
民
プ
ラ
ザ
跡
地
周
辺
の

約
４
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
く

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　　
　

費
用　

無
料　

用 

意　

歩
き
や
す
い
服
装
、
運
動

靴
、
帽
子
、
飲
み
物
、
雨
具

申 

込　

５
月
９
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会

日 

時　
５
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

◆
初
級
者
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室　
　

日 

時　

６
月
11
日
㈫
・
25
日
㈫
・

７
月
９
日
㈫
・
23
日
㈫　

全
４

回　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

鈴
木　

博
子　

先
生

◆
米
麹こ
う
じで
作
る
甘
酒
教
室　

日 

時　

５
月
29
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

中
澤　

弘
子　

先
生

内 

容　

米
麹
を
使
っ
て
今
注
目
の

健
康
飲
料
、
甘
酒
を
作
る

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　

５
合
炊
き
位
の
炊
飯
器
・

温
度
計
（
持
参
で
き
る
人
）、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

申 

込　

５
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館

◆
そ
ば
打
ち
教
室

日 

時　

５
月
30
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

井
上　

典
昭　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申 

込　

５
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
０
０
０
円

申 

込　

５
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
中
高
年
健
康
づ
く
り
教
室
〜
聴

い
て
・
歩
い
て
・『
頭
と
身
体
』
の

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
教
室
〜

日 

時　

５
月
30
日
㈭
・
６
月
６
日

㈭　
全
２
回　
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

講 

師　

平
賀　

正
治　

先
生
（
日

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認

指
導
者
）

内 

容　

４
人
１
組
で
、
歩
く
こ
と

を
基
本
と
し
た
無
理
の
な
い
楽

し
い
健
康
ダ
ン
ス

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

用 

意　

室
内
用
運
動
靴
、
運
動
す

る
服
装
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲

み
物

費
用　

無
料

申 

込　

５
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

イ
ル
ム
カ
メ
ラ

申 

込　

５
月
９
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
陶
芸
教
室

日 

時　

５
月
30
日
か
ら
６
月
27
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
６
月
13

日
を
除
く
）
全
４
回　

午
前
10

時
〜
正
午

講
師　

平　

孝
作　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円
（
材
料
代
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

申 

込　

５
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

内 

容　

基
礎
・
基
本
か
ら
や
さ
し

く
学
ぶ
入
門
コ
ー
ス

定
員　

20
人
（
先
着
順
）　　
　

費
用　

無
料

用
意　

運
動
す
る
服
装　

申 

込　

５
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

公
民
館

公
民
館
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旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

藤
田
公
民
館 
☎
㉒
２
３
３
２

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
手
編
み
バ
ッ
グ
教
室

日 
時　

６
月
４
日
か
ら
７
月
２
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
５
回

午
後
２
時
〜
４
時

講
師　

荒
井　

美
代
子　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　

は
さ
み
、
巻
尺
（
１
ｍ
）、

木
工
用
ボ
ン
ド
、
洗
濯
ば
さ
み

20
個
、
新
聞
紙
１
日
分
、
目
打

ち
（
千
枚
通
し
）、
重
石
（
１
㎏

位
）、
筆
記
用
具

申 

込　

５
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
琴
体
験
教
室

日 

時　

６
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日　

全
３
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

土
屋　

三
津
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
も
可
。

費
用　

無
料

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

５
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館

◆
素
敵
な
ビ
ー
ズ
教
室

日 

時　

６
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回　

午

後
１
時
30
分
〜
４
時

講
師　

渡
部　

良
一　

先
生

◆
楽
し
い
ソ
フ
ト
・
エ
ア
ロ
体
験

教
室

日 

時　

５
月
24
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講 

師  

関
根　

葉
子　

先
生
（
公

認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

内 

容　

ゴ
ム
を
使
っ
た
体
幹
ス
ト

レ
ッ
チ
や
ゆ
っ
く
り
筋
ト
レ
と

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
行
う

全
身
運
動

定
員　

12
人
（
先
着
順
）    　

費
用　

無
料

用 

意  

室
内
用
運
動
靴
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み

物
申 

込　

５
月
９
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ゆ
る
〜
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教

室日 

時　

①
６
月
１
日
㈯
、
②
11
日

㈫　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

※
①
又
は
②
を
選
択

講 
師　

Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ　

先
生
（
Ｐ
Ｔ

Ｃ
Ｗ
認
定
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

◆
七
宝
焼
き
教
室

日 

時　

５
月
29
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

講 

師　

斉
藤　

芳
子　

先
生
（
群

馬
県
美
術
会
会
員
・
七
宝
作
家
）

内 

容　

ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ブ
ロ
ー
チ
、

タ
イ
ピ
ン
等
の
中
か
ら
好
き
な

も
の
を
選
び
作
製

内 

容　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ネ
ッ
ク
レ

ス
（
ボ
ー
ル
付
き
）
を
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
ハ

ン
カ
チ
、
金
属
製
の
ふ
た
部
分

（
ク
ッ
キ
ー
の
箱
な
ど
）、
筆
記

用
具

申 

込　

５
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
歌
声
教
室

日 

時　

６
月
17
日
㈪
・
24
日
㈪

　

 

全
２
回　

午
後
７
時
〜
８
時
30

分
講 

師　

中
村　

忍　

先
生
（
早
稲

田
大
学
本
庄
高
等
学
院
教
諭
）

内 

容　

懐
か
し
い
歌
、
思
い
出
の

歌
を
合
唱

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

５
月
20
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

タ
ー
）

内 

容　

呼
吸
を
意
識
し
全
身
を
気

持
ち
よ
く
の
ば
し
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
ヨ
ガ

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
ヨ
ガ
マ

　

 

ッ
ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

申 

込　

５
月
17
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

◆
素
敵
な
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

教
室

日 

時　

５
月
28
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

講
師　

渡
部　

良
一　

先
生

内 

容　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ズ
ネ
ッ

ク
レ
ス
の
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
ハ

ン
カ
チ
、
筆
記
用
具
、
金
属
製

の
ふ
た
の
部
分
（
ク
ッ
キ
ー
の

箱
な
ど
）

申 

込　

５
月
11
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ（
火
・
水
・
金
・

土
の
み
受
付
可
）

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
 １日㈬ （館内整理日）
 ３日㈷ （祝日休館日）
 ４日㈷ （祝日休館日）
  ５日㈷ （祝日休館日）
 31日㈮ （館内整理日）
 　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

★
本
館

日 

時　
５
月
11
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
５
月
25
日
㈯　

午

後
２
時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内 

容　
「
花
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
本
や
紙
芝
居

協 

力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　
５
月
11
日
㈯　

午
前
11
時
〜

　

11
時
30
分

会 

場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内 

容　
「
家
族
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
お
は
な
し

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　
５
月
18
日
㈯　
午
後
２
時
〜

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

日 

時　

５
月
２
日
㈭
・
６
月
６
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会 

場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内 

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

　

朗
読
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日 

時　

５
月
12
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
〜

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

対
象　

ど
な
た
で
も

内
容　

加
藤
多
一
の
作
品
を
読
む

協 

力　

図
書
館
朗
読
の
会
「
ラ
・

ヴ
・
リ
」
の
み
な
さ
ん

初
夏
の
朗
読
会
（
本
館
）

内 

容　

ニ
ル
ス
の
不
思
議
な
旅
よ

り
「
月
夜
に
浮
か
ぶ
幻
の
街
」

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

★
今
月
の
一
般
図
書

地
球　

神
秘
の
現
象
を
め
ぐ
る
旅

　

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　発

行

謎
解
き
！
江
戸
の
ス
ス
メ　
　
　

　
「
謎
解
き
！
江
戸
の
ス
ス
メ
」

制
作
班 

著

と
う
ふ
美
人
の
ヘ
ル
シ
ー
レ
シ
ピ

　

80　
　

  

　

木
下 

あ
お
い 

著

届
け
物
は
ま
だ
手
の
中
に

石
持 

浅
海 

著

中
原
淳
一
の
世
界　

幸
せ
に
な
る

　

言
葉　
　

 

世
界
文
化
社 

発
行

世
界
は
複
製
で
で
き
て
い
る

武
村 

政
春 

著

物
語
の
あ
る
広
告
コ
ピ
ー

　

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

発
行

民
家
は
生
き
て
き
た伊藤 

て
い
じ 

著

ミ
ュ
シ
ャ
の
世
界新人

物
往
来
社 

編

布
の
リ
フ
ォ
ー
ム
＆
リ
メ
イ
ク

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
通
信
社 

発
行

シ
ニ
ア
起
業
の
成
功
術

志
村 

和
次
郎 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

絵
で
よ
む
日
本
の
古
典
１　

竹
取

　

物
語　

 　
　

田
近 

洵
一 

監
修

知
っ
て
お
こ
う
！
く
す
り
の
使
い

　

か
た
１　

 　

加
藤 

哲
太 

監
修

犬
の
ハ
ナ
コ
の
お
い
し
ゃ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

今
西 

乃
子 

文

こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
児
童
労
働
で
作

　

ら
れ
ま
し
た
。

シ
モ
ン
・
ス
ト
ラ
ン
ゲ
ル 

著

は
じ
め
て
の
文
章
レ
ッ
ス
ン
１

　
　
　
　

金
田
一 

秀
穂 

監
修

世
界
の
神
話
大
図
鑑

　
　
　

佐
藤 

俊
之 

監
修

子
ど
も
の
た
め
の
防
災
訓
練
ガ
イ

　

ド
１　

 　
　
　

松
尾 

知
純 

著

わ
ゴ
ム
の
ふ
し
ぎ
工
作

立
花 

愛
子
・
佐
々
木 

伸 

著

ゴ
リ
ラ
で
た
ま
ご

　
　
　
　
　
　

内
田 

麟
太
郎 

作

★
今
月
の
一
般
図
書

あ
と
よ
り
恋
の
責
め
く
れ
ば

　
　
　
　
　
　

竹
田 

真
砂
子 

著

信
長
の
二
十
四
時
間

　
　
　
　
　
　

富
樫 

倫
太
郎 

著

夢
を
売
る
男　

 　

百
田 

尚
樹 

著

わ
た
し
が
降
ら
せ
た
雪

　

グ
レ
ー
ス
・
マ
ク
リ
ー
ン 

著

猫
弁
と
指
輪
物
語

　
　
　
　
　
　
　

大
山 

淳
子 

著

散
歩
の
樹
木
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　

岩
槻 

秀
明 

著

三
日
間
の
相
棒 

永
瀬 

隼
介 

著

滝
平
二
郎
き
り
え
名
作
集
冬―

春

　

篇　
　
　
　
　

 

滝
平 

二
郎 

著

図
説
神
道　
　

 　
　

三
橋 

健 

著

双
頭
の
船　
　

 　

池
澤 

夏
樹 

著

野
の
花
ご
は
ん

　
　
　
　
　
　

前
田 
ま
ゆ
み 

著

隠
さ
れ
た
刻　

 

坂
東 
眞
砂
子 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

こ
ぎ
つ
ね
い
ち
ね
ん
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤 

洋 
作

金
色
の
ラ
イ
オ
ン

　
　
　
　
　
　
　

香
山 

彬
子 

作

楽
し
く
遊
ぶ
学
ぶ
く
ふ
う
の
図
鑑

　
　
　
　
　
　

鎌
田 

和
宏 

監
修

ぼ
く
、
ま
っ
て
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

正
岡 

慧
子 

作

も
も
ん
ち
ゃ
ん
し
〜

と
よ
た 

か
ず
ひ
こ 

さ
く
・
え

パ
ン
プ
キ
ン
・
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　

森
島 

い
ず
み 

作

地
震
の
は
な
し
を
聞
き
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　

須
藤 

文
音 

文

ど
ろ
ん
こ
！
ど
ろ
ん
こ
！

　
　
　

む
ら
か
み 

や
す
な
り 

作

足
音
が
や
っ
て
く
る

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
マ
ー
ヒ
ー 

作

チ
ョ
ウ
の
は
な
し

ダ
イ
ア
ナ
・
ア
ス
ト
ン 

文

◆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ッ
プ
体
操
教
室

日 

時　

６
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　

岩
崎　

禮
子　

先
生

内 

容　

ボ
ー
ル
等
を
使
い
音
楽
に

あ
わ
せ
楽
し
く
体
を
動
か
す
体

操
定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

込　

５
月
21
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

費
用　

１
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

申 

込　

５
月
13
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

飛行機のしくみ
白鳥 敬 著

聞き書き倉本聡
ドラマ人生

北海道新聞社 編

野鳥が集まる
庭をつくろう
藤井 幹 他著

きつねのおきゃくさま
あまんきみこ ぶん



環境推進課☎㉕1172
　　　　　環境産業課☎721331（内線232）

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

≪被害防止のカギは“家族の絆（きずな）”≫
　● 「最近連絡を取っていない」という人は、ぜひこの機会に

ご家族と連絡を取りましょう。
　●ご家族で「合言葉」を決めておきましょう。

≪留守番電話作戦≫
　●在宅中でも自宅の電話を留守番電話に設定しましょう。
　　 （犯人は自分の声が証拠として残ることを避けるため、何

も語らずに切ってしまいます。）

防
犯
安
全

�
�
�
�

確認・相談する前に
現金を振り込まない！
渡 さ な い ！

平成25年５月1日号

日　　程 時　　間 回収場所等 問い合わせ

５月５日㈷
午前９時 ～ 11時 総合支所

ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）

６月２日㈰

５月19日㈰
午前９時 ～ 11時 市役所

午後１時 ～ ３ 時 市民プラザ跡地

５月11日㈯ 午前９時 ～ 11時 本庄南公民館　 佐久間さんち ☎㉒９３００

５月15日㈬ 随時受付 就労継続支援Ｂ型事業所
「佐久間さんち」（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

2829

日　程 内　容 会　場
５月10日㈮ シールを貼って遊ぼう 前原児童センター

５月20日㈪ シールを貼って遊ぼう 日の出児童センター

６月７日㈮ 雨の日あそび 前原児童センター

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ニコニコタイム」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

５月１日㈬ 丸シールあそび お散歩へいこう プレゼントを作ろう
５月８日㈬ 小麦粉粘土あそび 魚つりごっこ 誕生会
５月15日㈬ ママビクス（講師：入美由紀先生） 誕生会とパネルシアター 親子体操（講師：立石明子先生）
５月22日㈬ 歯のはなしＱ＆Ａ 親子体操（講師：立石明子先生） リトミック（講師：小川豊子先生）
５月29日㈬ 折り紙で春のリースを作ろう しゃぼん玉あそび 「てんとうむし」（絵本と工作）
６月５日㈬ しゃぼん玉あそび 本庄子育てネットの「ママサロン」 プレゼントを作ろう

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。なお、児玉つどいの広場にお越しの人は、できるだ
け「児玉中学校南側駐車場」をご利用ください。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前9時～午後2時（祝日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集

団指導室   

（５月～６月上旬）

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）
時間　午前10時～11時30分

協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」
のみなさん

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

～リサイクルにご協力ありがとうございます～

※本庄子育てネットの「ママサロン」は、５月７日㈫・14日㈫・21日㈫・28日㈫・６月４日㈫・11日㈫にも子
育て支援センター（いずみ保育所内☎㉒4891）で開催されます。時間は午前10時30分から11時30分です。
 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　市では、ペットボトル・缶類・びん類・牛乳パック・乾電池等を回収し、
リサイクルを行っています。４月１日から新たに、本庄公民館・児玉公民館・
共和公民館でも回収を始めました。引き続き、みなさんのご理解・ご協力を
お願いします。
　詳細は、広報ほんじょう４月１日号「くらしのガイド」10ページをご覧ください。

※お気軽にお越しください。
　事前の申し込みは不要です。

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
５
月
〜
６
月
）

行 政 ５月16日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０法 律

５月１日㈬・８日㈬・22日㈬　午後１時～４時
◎６月の相談日
　　　　　６月５日㈬・12日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　６月19日㈬・26日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 ５月15日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順）

不 動 産 ５月10日㈮・６月14日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ５月９日㈭・６月13日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ５月14日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
５月14日㈫　午後１時～４時　※４月から会場が変わりました。セルディ１階 小会議室

市民活動推進課 ☎㉕１１１８
５月28日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

５月20日㈪　午後１時～４時　※４月から会場が変わりました。児玉中央公民館 小会議室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ５月10日㈮・24日㈮・　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週第１・３・４水曜日　午前９時30分～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談センター職員 熊谷地方庁舎

※前日までの予約制
県民相談総合センター

☎048－830－7830
法 律 毎月第１・３・４水曜日

午後１時～４時　相談員＝弁護士

電話による（振り込め等）詐欺にご用心！

※各種相談は予約制
※６月の相談予約は、５月20日㈪から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
・司法書士　 〃 第３・４水曜日　
　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）

●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

●行政相談 毎月第３木曜日
●不動産相談  〃 第２金曜日
●年金相談  〃 第２木曜日
●税務相談  〃 第２火曜日

６月

６月

６月
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内　容 対　象 日　時 申　込
赤ちゃんのこころ

6か月～10か月未満
児とその保護者

６月６日㈭  午前10時～ 11時30分 各回先着15組。
１回ごとの参加もで
きます。
５月20日㈪から本庄
市保健センターへ

ママといっしょに！親子ふれあい体操 ６月12日㈬  午前10時～ 11時30分

赤ちゃんのからだ ６月25日㈫  午前10時～ 11時30分

楽しくおいしく！うきうき離乳食♪ ６月28日㈮  午前10時～正午

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

５月23日㈭・６月20日㈭
午前９時30分～ 11時
※５月23日㈭は、児玉保健セ
ンターで実施

定員あり。
各実施月の１日から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）母乳相談 母乳に関する相談 ６月20日㈭

午前９時30分～ 11時
お
や
親

タ
マ
ゴ

はじめて生活with
ベビー

母乳について、お風呂の入れ方の
実習など

５月11日㈯
午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）

3031

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分
からです。

※児玉保健センターは検診などを行う事業を除いて職員が不在です。お問い合わせは本庄市保健センターへ

●コアラクラスのお知らせ　【会場】本庄市保健センター

５歳児相談のお知らせ
～これからママになる人のための教室～

おや親タマゴ 『プレママ’sキッチン』

　お子さんの健やかな成長や発達を促すとともに、
ご家族の子育てを支援することを目的に５歳児相談
を実施します。
対 象　年中クラス（平成20年４月２日～平成21年
４月１日生まれ）の子ども

実施方法
① 幼稚園、保育所（園）を通して相談票を配布します。
保護者が記入し、幼稚園、保育所（園）に提出し
てください。
② 心理士・保健師が幼稚園、保育所（園）を訪問し、
お子さんの様子を確認させていただきます。

実施場所　市内各幼稚園、保育所（園）
※市外の幼稚園、保育所（園）に通っているお子さ
んや就園していないお子さんがいる場合は、本庄市
保健センターへご連絡ください。

　妊娠中の今だからこそ栄養について考えてみませ
んか？
　保健センターの栄養士が、暑い夏でも食べやすく
栄養満点なレシピをご紹介します。
日時　６月13日㈭　午前９時30分～正午
会場　本庄市保健センター
定員　12人（先着順）
内容　講話と調理実習「気分爽快！夏メニュー」
費用　無料
用 意　母子健康手帳、エプロン、
三角巾（バンダナでも可）、手
拭き用タオル、筆記用具
※申し込みは、電話又は直接
本庄市保健センターへ（随時受
付）

１　

肛
門
の
お
で
き
（
肛
門
周
囲
膿
瘍
）

　

お
む
つ
か
ぶ
れ
か
ら
肛
門
皮
膚
に
お
で

き
が
で
き
る
も
の
で
、
お
む
つ
を
使
用
す

る
乳
児
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

大
人
の
肛
門
周
囲
膿
瘍
は
、
肛
門
の
中

と
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
破
れ
る
と
痔

瘻
と
な
り
、
手
術
的
治
療
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
一
方
、
子
ど
も
の
場
合
は
、

お
で
き
が
皮
膚
表
面
に
で
き
る
の
で
、
膿

を
押
し
出
す
だ
け
で
治
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

　

便
で
汚
れ
た
と
き
に
清
潔
な
状
態
を
保

て
ば
、軟
膏こ

う

を
使
用
し
た
り
、患
部
を
ガ
ー

ゼ
で
覆
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
期
治

療
の
方
法
を
医
師
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
１
歳
前
後
に
は
治
る
こ
と
が
多

い
病
気
で
す
。

２　

切
痔
（
裂
肛
）

　

１
〜
３
歳
の
女
児
に
多
い
症
状
で
す
。

固
い
便
が
肛
門
の
出
口
を
通
る
と
き
に
傷

を
つ
け
、
切
痔
に
な
り
ま
す
。
便
を
出
す

と
き
に
痛
む
た
め
、
便
を
我
慢
し
て
し
ま

う
こ
と
で
固
い
便
と
な
っ
て
し
ま
い
、
悪

循
環
に
な
り
ま
す
。

　

代
謝
を
高
め
て
健
康
に
な
り
た
い
、
よ

り
カ
ロ
リ
ー
消
費
に
効
果
的
な
歩
き
方
を

知
り
た
い
人
へ
。
た
だ
の
散
歩
と
は
違
う

燃
焼
系
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日 

時　

６
月
５
日
㈬　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分
（
少
雨
決
行
。
中
止
の
場
合
は
連

絡
し
ま
す
。）

集
合
場
所　

セ
ル
デ
ィ

対
象　

74
歳
ま
で
の
市
内
在
住
者

内 

容　

準
備
運
動
を
し
て
か
ら
、
１
時
間

程
屋
外
を
歩
き
ま
す
。

脂
肪
を
燃
や
せ
！
「
燃
焼
系
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

薬
ま
か
せ
に
し
な
い
！
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ご
は
ん

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
運
動
靴
、
汗
拭

き
用
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

※
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等
で
、
両
手
が
空
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申 

込　

５
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
又
は
直
接

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

健
康
な
生
活
は
食
事
か
ら
。
自
分
で
出

来
る
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
せ
ん

か
。

　

市
管
理
栄
養
士
に
よ
る
毎
日
続
け
ら
れ

る
減
塩
ご
は
ん
の
調
理
実
習
で
す
。

日 

時　

５
月
31
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜

正
午

会
場　

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者

参
加
費　

無
料

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ

等
で
可
）、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申 

込　

５
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又
は
直
接

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

子
ど
も
の
お
し
り
の
病
気

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
医
師
に
相
談
し
て
下

剤
を
処
方
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

症
状
と
し
て
は
、
膣
方
向
に
皮
膚
が
盛
り
上

が
り
、
ポ
リ
ー
プ
（
見
張
り
イ
ボ
）
が
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
痛
み
な
ど
が
な
け
れ
ば
、

気
に
せ
ず
様
子
を
み
て
く
だ
さ
い
。
だ
ん
だ
ん

小
さ
く
な
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

３　

粘
膜
脱
（
脱
肛
）

　

肛
門
か
ら
直
腸
も
し
く
は
粘
膜
が
脱
出
す
る

病
気
で
、
４
〜
５
歳
の
男
児
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
便
秘
の
た
め
に
、
排
便
の
と
き
に
力
む
こ

と
が
原
因
で
す
。

　

大
人
の
場
合
は
肛
門
括
約
筋
が
弱
く
な
る
こ

と
が
原
因
で
、
必
要
に
応
じ
て
手
術
的
治
療
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
子
ど
も
は
成
長
期

な
の
で
、
筋
肉
の
成
長
に
従
い
治
っ
て
き
ま
す
。

便
を
楽
に
出
す
た
め
に
医
師
に
相
談
し
て
下
剤

を
処
方
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
肛
門
の
病
気
は
、
主
に
お
む
つ
か

ぶ
れ
や
便
秘
が
原
因
で
す
。
排
便
後
の
皮
膚
を

清
潔
に
保
つ
こ
と
や
、
水
分
を
十
分
に
摂
取
し

て
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に

医

療

�
�

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部
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広
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な
れ
ま
す
。

日時　５月12日㈰
　　　開場　午前11時　試合開始　午後１時 
会場　本庄総合公園市民球場
チケット販売（全席自由）

※外野席は小学生無料。小学生未満は全席無料。
　チケットは、シルクドーム、エコーピアほかで
販売しています。お問い合わせは下記へ。

日時　７月６日㈯　
　　　集合　午前10時
集合場所　本庄総合公園駐車場
会場　西武ドーム
試合開始　午後２時
対象　市内在住・在勤・在学者
定員　300人（先着順）
参加費　2,700円（交通費・内野指定席料金）
申込　 ５月20日㈪から６月19日㈬までに、参加

費を添えて直接シルクドームへ

★本庄市プロ野球等開催実行委員会（シルクドーム内）☎㉕５６７７

���� ����� � ���������� ����� � ���������� ����� � ������

読売ジャイアンツ読売ジャイアンツ読売ジャイアンツ埼玉西武ライオンズ埼玉西武ライオンズ埼玉西武ライオンズ vsvsvs 埼玉西武ライオンズ
������������

埼玉西武ライオンズ埼玉西武ライオンズ 千葉ロッテマリーンズvsvsvs

読みやすいユニバーサルデザイン文字

５月１日から地上デジタル放送「テレ玉」で、本庄市発信のデータ放送を開始しました。

※１：リモコンによりボタンの位置は異なります。またテレビ埼玉やデー
タ放送に対応していないテレビは利用できません。
※２：「市町村からのお知らせ」と表示された場合はそちらを選択して進ん
でください。
※データ放送の視聴は無料です。
★株式会社テレビ埼玉☎048-824-3131（データ放送の視聴に関すること）
　秘書広報課☎㉕１１５５、危機管理課☎㉕１１８４（情報内容に関すること）

データ放送を見るには ①「テレ玉」にチャンネルを合わせる
②リモコンの【ｄ】ボタンを押す（※１）（データ放送画面が開きます）

③画面左下の一覧から「本庄市からのお知らせ」（※２）を選び、
　リモコンの【決定】ボタンを押す

リモコンイメージ図

テレ玉（テレビ埼玉）のデータ放送をご活用ください!

情報内容　　防災情報　◆緊急情報　◆避難情報　◆防災無線で放送した放送内容　など　　　　　　市からのお知らせ　◆イベント情報　◆観光情報　◆行政情報　など

西武ドーム

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

d

決定

発売券種 前売料金 当日料金
内野席
（椅子）

高校生以上 1,000円 1,200円
小･中学生 300円 400円

外野席
（芝生）

高校生以上 300円 400円
中学生 100円 200円




